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例   言 凡   例

1.本書は、2004(平成16)年度に実施 した山梨県北社市   1.掲 載した遺構 。遺物実測図の縮尺は、原則として下

長坂町自井沢字新田森地内に所在する新田森遺跡の    記のとお りである。

発掘調査報告書である。                  遺構 調査区全体図 :1/400  住居跡 :1/60

土坑・ ピット:1/30

遺物 縄文土器 :1/3ま たは1/4

2.発掘調査は、田園交流基盤整備事業に伴 う事前調査        石  器 :2/3ま たは1/3ま たは1/4

であり、山梨県峡北地域振興局農務部より委託を受

けて旧長坂町教育委員会が実施 し、合併後北杜市教

育委員会が引き継ぎ、整理作業を実施 したものであ   2.遺 構図版中の遺物分布のマークは、各図版中に示 し

る。                          てぁる。

3.本書の執筆・編集は、村松佳幸 (北杜市教育委員会長   3。 遺構および遺物写真の縮尺は統一されていない。

坂郷土資料館担当兼文化財担当)が行つた。

4.遺構図中の断面図脇にある数値は標高を示す。

4。 発掘調査および整理作業において一部の調査・業務

を以下の各機関に委託 した。

基準点測量・空中写真測量  mシ ン技術コンサル    5,第 1図は、国土地理院発行1/200,000地勢図「甲府」(昭

遺物洗浄及び注記作業  lkl第 一合成           和55年編集 平成10年修正)を基に作成 した。

石器分析 。実測図作成  いアルカ

6。 第 2図は、国土地理院発行1/50,000地 形図「韮崎」・

5。 遺構の写真撮影は長谷川誠 (旧長坂町教育委員会学芸    「八ヶ岳」(昭和51年編集 平成 2年修正)を基に作成

員)が行い、遺物の撮影は村松が行った。         した。

6.本報告書に関わる出土品及び記録図面・写真等は、   7.第 3図は、株式会社写測2000年調整、1/25,000長坂

北杜市教育委員会 (北社市長坂郷土資料館)に保管し    町全図 (国土地理院発行1/25,000地 形図を複製したも

ている。 の)を基に作成した。

7.発掘調査および報告書作成にあたっては、多くの方  々  8.第 4・ 5図は、国際航業株式会社1994年調整1999年

に多大なご指導、ご教示を賜つた。ここに深く感謝    修正、1/10,000長坂町全図を基に作成した。

の意を表す次第である。
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第 1章 調査の経緯 と概要     3.発 掘調査組織

発掘調査組織は以下のとおりである。

《平成16年 4月 1日 ～平成16年 10月 31日 》

1,調査に至る経緯 事業主体 長坂町教育委員会

山梨県は、農村間の交流を促進する田園交流基盤整備 事務局  教育長 小尾章臣(兼教育課長事務取扱)

事業を立ち上げ、平成14年度に鳥久保集落から越中久保 社会教育係長 輿石君夫

溜池の脇を通 り、県道長沢・小淵沢線に至るまでの集落   調査担当 長谷川誠 (教育委員会 学芸員)

道を拡幅及び新設する計画をし、長坂町農林業振興課 (当

時)を通しそのルー ト上の埋蔵文化財包蔵地有無の照会を 《平成16年 11月 1日 ～平成17年 3月 31日 》

長坂町教育委員会 (当時)に した。ルー ト上には 5つの遺 事業主体 北杜市教育委員会

跡が存在することを回答したが、包蔵地以外にも遺跡が 事務局  教育長 藤巻宣夫・小清水淳三

ある可能性が高いと思われたので、工事予定区域は試掘 教育次長 小池光和

調査を実施することになった。 生涯学習課長 伏見武仁

平成15年度に試掘調査を行い、新田森遺跡内で遺物と 整理担当 村松佳幸

遺構が確認され、本調査の必要が出てきた。峡北地域振 (長坂郷土資料館担当兼文化財担当)

興局農務部、町農林業振興課、町教育委員会の三者で協

議し、路線変更や工法変更等で遺跡の保存が出来ないた 発掘作業員 秋山かつゑ 小尾 トヨ子 國府田孝吉

め、本調査を実施することになった。平成16年 5月 埋蔵 小林 裕 小林立枝 清井義雄

文化財発掘についての通知が提出された。 名取初子 横山幸男

本調査は、平成16年 6月 15日 から開始し、 9月 11日 に 整理作業員 有野明子 石川昭江 井出仁美

終了した。 井出由美 小林 裕 小林立枝

小林敏恵 清井ゆき枝 日向登茂子

2.調査の概要

新田森遺跡内における今回の調査区面積は1,007ポであ

第 2章 遺跡周辺の環境る。道路建設に伴 う発掘調査のため調査区は東西約15m、

南北に約70mと 南北に細長い形をしている。

調査区では、基準点浪I量 を行い、この点に基づき調査 1.地理的環境

区の南西側に原点を設け、そこから10m四方のグリンド 本遺跡は山梨県北社市長坂町白井沢宇新田森地内に所

を設定した。西から東に 1～ 5、 南から北へA～ Iと グ 在する。北社市は山梨県の北西部に位置し、北巨摩郡下

リンド名をつけた。 の7町村が合併 し、八ヶ岳・甲斐駒ヶ岳・茅ヶ岳・瑞矯

耕作土が20～30cmほ ど堆積してお り、人力により遺構 山等を含む広大な面積をもつ市である。

確認面まで掘削していった。その後丁寧に遺構の確認を その中で長坂町は八ヶ岳南麓に位置する南北約18km、

行っていった。遺物は出土原位置で光波浪1距儀による記 東西約 6 kmの細長い町である。八ヶ岳の山体が崩壊し起

録・取 り上げ作業を行つた。遺構内の遺物については、 こった韮崎岩屑流によって形成された台地上にあり、標

その遺構出土のものとして取 り上げていった。 高1,200m以 上が急峻な山岳地帯になっており、それ以下

遺構は土層断面 。遺構平面図を簡易遣 り方による手実 は比較的緩やかな地形 となり、八ヶ岳南麓高原や長坂台

測、または光波測距儀により図化 した。全体図は空中写 地、八ヶ岳南麓低地等が広がる。長坂町南端より南は、

真狽」量で図化した。また、調査の状況に応 じて写真撮影 泥流台地を釜無川 と塩川の浸食作用によって形成された

を行つた。 通称七里岩と呼ばれる浸食崖が形成されている。

調査後は続けて整理作業に入 り、平成17年 3月 に完了 八ヶ岳南麓には、比較的多くの湧水があり、これを水

した。 源とする小河川は南流し浸食作用によっていくつもの舌

発見された遺構は、縄文時代中期末～後期初頭と考え 状台地を形成 している。台地上は水利が悪いため、豊富

られる住居跡が 3軒、堀之内式期 ≧考えられる住居跡が な水量の湧水を引いて開発した潅漑用水や潅漑用溜池が

4軒、土坑18基である。 数多く、県下で最も溜池の多い地域となっている。

- 1 -



本遺跡の所在する自井沢地区は、町中央の北寄 りに位

置し、東を鳩)||、 西を高川が南流し、南側を中央高速自

動車道と」R中央線が走っている。地区の北側には、比

較的緩傾斜地が広がっているが、中央から南側にかけて

八ヶ岳山体崩壊の際に出来た流山があり、起伏の激しい

地形を呈している。

本遺跡は、高川左岸の台地の平坦部東端に立地してい

る。標高は約809～ 813mである。台地の幅は約150mで 、

扇形をしており、その東端部に本遺跡がある。本遺跡の

北から東にかけて田園地帯になってお り、圃場整備によ

リー部台地の縁が削られ、比高差約 3mの段差がついて

いる。今回の調査区は、台地平坦面から南に傾斜する部

分にあたり、調査区内での高低差は約 4mあ る。中央高

速自動車道からは北に約30m離れている。

2.歴史的環境

本遺跡がある白井沢地区は、中央自動車道建設に伴 う

発掘調査が行われている。1973(昭和48)年、中央道建設

に先立ち下フノリ平遺跡 。葛原遺跡・西下屋敷遺跡が発

掘調査されている。山梨県教育委員会が調査し、遺構は

発見されなかったが、下フノリ平遺跡から縄文時代中期

の上器片と石器が、葛原遺跡から縄文時代中期と晩期末～

弥生時代初頭の土器片と石器が、西下屋敷遺跡から縄文

時代中期～後期の上器片と石器がそれぞれ出土した(末木

1975)。 また、西下屋敷遺跡の後期土器は、当時八ヶ岳南

麓での発見が少なかったので、『信濃』で報告されている

(末木・伊藤1976)。

なお、西下屋敷遺跡では、今回の日園交流基盤整備事

業の集落道建設予定地が遺跡内を通るため、本遺跡の調

査の前に発掘調査が行われている(村松2005)。 縄文時代

中期末～後期初頭の住居跡 1軒が発見され、本遺跡との

関連が高い。

1997(平成 9)年～1998(平成10)年、中央道八ヶ岳パー

キングエリア改築に伴い、横針前久保遺跡 。米山遺跡・

横針中山遺跡が山梨県埋蔵文化財センターにより発掘調

査された(村石他2000)。 横針前久朱遺跡から局部磨製石

斧やナイフ形石器が発見され、山梨県でも最古級の約 3

万年前の遺跡 と考えられ、当時話題となった。伊豆七島

の神津島を原産とする黒曜石片も確認され、当時の人々

の移動や交流の様子を知る手がかりとなった。現在、上

り方面のパーキングエ リア外壁には、さかいひるこ氏に

よる旧石器人の壁画が飾 られ、当時の生活の様子を想像

させてくれる。

横針中山遺跡からは、地下式坑 6基、竪穴 2基、集石

1基、土坑・ピット190基が発見され、渡来銭や中国青磁

片が出土 した。小ピットを伴 う土坑も発見され、その中

から灯明皿 1点 と古銭34枚 が出土している。江戸初期に

古利「中山寺」あつたとつたえられてお り、中央道本線部

分に五輪塔群があったこともあり、この付近は中世か ら

近世の墓地 と考えられている。

米山遺跡は、焼土が12ヶ 所確認された以外遺構は発見

されなかったが、縄文時代早期末～前期初頭・諸磯式・

晩期末～弥生時代前期 。中期の土器片が多数出土 した。

本遺跡か らやや離れるが同じ白井沢地区で、1986(昭和

61)年 に県営回場整備事業に先立ち糀屋敷遺跡が旧長坂町

教育委員会により発掘調査 されている (小 田澤他 1987)。

縄文時代の竪穴住居跡 1軒、屋外炉 8基、土坑25基、溝

2条が発見されている。屋外炉は縄文時代後期の土器を

伴 うものが多い。 1号溝からは茶自の下臼が完全な形で

出土している。

隣の地区になるが、本遺跡から南に約400m離れた所に

越中久保遺跡がある。1999(平 成H)年 に圃場整備 に先立

ち発掘調査が行われている(小宮山2002)。 縄文中期後半

の住居跡 4軒、該期のものと思われる掘立柱建物跡 2棟、

土坑30基などが発見されている。特に土坑は中期末～後

期初頭にかけてのものがあり、そのほとんどが低地に立

地する貯蔵穴 と考えられている。本遺跡から中期末～後

期初頭の住居跡が 3軒発見されているので、その関連が

注 目され る。

第 3章 発見された遺構と遺物

1.基本層序

今回の調査区は、北側は平坦面であるが、中央付近か

ら南東に下がる傾斜面となっている。平坦面では耕作土

である表土の直ぐ下がローム質の黄褐色土で、それが地

山でそこに遺構が構築されている。耕作上の厚さは約20cm

である。遺物包含層がほとんど見られないため、この土

地が畑地になった際かなりの削平を受けたと思われる。

後述するが敷石住居に使用されていたと思われる平石が

散在していたことからも、それがうかがえる。

南側の傾斜面では、耕作上が30cmあ り、その下に約20～

30cmの 褐色土があり、それが遺物包含層である。その下

にやや赤みがかつた暗褐色土があり、この層が地山にな

る。 1号住のやや北側まではローム質の黄褐色土が地山

であるが、それより南は埋没谷と思われ、黄褐色土は下

にもぐり、やや赤みがかつた暗褐色土が堆積 し、その上

に遺構が構築されている。
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2.住居跡

1号住居跡 (第 9～ 12図 )

(位置)調査区南側の傾斜地、C-3・ 4グ リッドに位置

する。 (重複)な し。 (規模)長軸4.94m、 残存短軸4,35m、

深さ0.346mで ある。 (形状)住居跡の南東側が調査区外に

出ているため断定はできないが、円形 と思われる。柄鏡

形になる可能性もある。

(床面)敷石住居であ り、平石を床面に敷き詰めている。

敷石は、北側半分は残 りが良いが、南側半分は残 りが悪

い。敷石面の高さも北側 と比べるとやや低 くなっている。

南側の敷石については原位置を留めていないものも多い

と考えられるが、 しつか りと敷かれているものについて

は、原位置を留めていると考えられる。

北側の敷石の直下に、敷石を平 らに敷 くために埋め立

てたと思われる黄褐色上の範囲が確認できた。

敷石以外の部分では硬化面は確認出来なかった。

(施設)住居跡の中心に石囲炉がある。炉内には敷石 とし

て利用されていたと考えられる平石が 2枚重なり合って

埋められてお り、炉の廃棄行為の結果によるものと考え

ら庁しる。

石囲炉の直ぐ北に石棒が一緒に敷かれていた。石棒は

上部が欠損 してお り、敷石面 と同じ高さまで埋められて

いた。も溢もと敷石面よりも高 く立てられていたものが

折れてしまったものなのか、もともと折れてしまってい

た石棒を敷石面に高さをそろえるように埋めたものなの

かは不明である。欠損 した上部は出土 していない。

敷石 と壁 との間にピットが確認でき、ピット2。 3・ 5・

7・ 8が主柱六 と考えられる。その配置から調査区外に

もう1つ あると思われ、 6本柱点の住居 と考えられる。

(遺物)第 22～24図。出土 した土器全てが破片であり、完

形品に近いものは出土 しなかった。中期末から後期初頭

の土器が大量に出土 してお り、堀之内式が若千出土して

いる。第31図 1・ 3～ 6の ミニチュア土器や土製耳飾、

土版も出土している。

(遺物出土状況)第 11・ 12図。中期末～堀之内式にかけて

の土器片が住居跡中央を中心に出土している。また、敷

石面から10cm～ 30cmほ ど浮いた覆土中からは礫が大量に

出上し、特に住居跡北側に固まっていた。礫層 と敷石面

との間には炭化物を多 く含む真っ黒い層があり、北側半

分、その中でも特に敷石の縁辺部から炭化物が最も多く

検出された。

(時期)出 土土器を見ても時期の確定が難 しく、中期末か

ら後期初頭 としておきたい。

(備考)調査中は、当初 X01と して遺物を取 り上げていて、

住居跡 と確認してからは 1号住 として取 り上げた。報告

に際 しX01を 1号住上層 として扱ったため、X01の 出土

範囲は1号住 よりも広 くなっている。

2号住居跡 (第 13・ 15図 )

(位置)調査区北側の平坦面、G-2、 H-2グ リン ドに

位置する。 (重複)な し。 (規模)推定長軸6.68m、 推定残

存短軸3.76m、 深さ不明である。 (形状)住居跡の壁が削

平されているので不明。おそらく円形となるであろ う。

(床面)床面まで掘削が及んでいたため、硬化面などは確

認できなかった。耕作土中からは礫が大量に出土 してお

り、もともとは敷石住居であつたと思われる。地元の人

の話では、桑の木を植える際に敷きつめてあった大きな

礫を掘 り出したことがあったようなので、敷石住居であつ

たと考えてよいだろう。

(施設)住居跡中央やや北寄 りに埋甕炉がある。主柱穴は

ピット1・ 4・ 6・ 8である可能性が高 く、その配置か

ら6本柱穴になると思われる。

(遺物)第25図。図示できたのは 2点で、 1は炉体土器で

ある。

(遺物出土状況)第 15図。炉の北側に平石や大きい礫が出

土 している。削平を受けたためか遺物量は少ない。

(時期)第25図 1の埋菱より堀之内式期 と考えられる。

(備考)調査当初はX04と していたが、住居跡 と確定でき

たので 2号住 とした。

3号住居跡 (第 14・ 15図 )

(位置)調査区北側の平坦面、H-2グ リンドに位置す る。

(重複)な し。 (規模)推定残存長軸6.38m、 推定残存短軸

4.13m、 深 さ不明である。 (形状)住居跡の壁が削平され

ているので不明。おそらく円形 となるであろう。

(床面)床面まで掘削が及んでいたため、硬化面などは確

認できなかった。 2号住 と同様に耕作土中からは礫が大

量に出土 してお り、敷石住居であつたと思われる。

(施設)住居跡の中央に石囲埋甕炉がある。炉体土器の下

には扁平な礫 を立ててかましてあった。

主柱穴はピット1・ 3・ 6・ 11が該当すると思われ る

が、ピン ト5。 9も その可能性がある。

(遺物)第25図。10の炉体土器以外は破片である。10～ 12

は同一個体である。

(遺物出土状況)第 15図。 2号住 と比べ、土器や礫が大量

に出上 している。

(時期)炉体土器より堀之内式期 と考えられる。

(備考)調査当初 X04と つけていたが、 2号住 と同じく住

層跡 と確認できたので 3号住 とした。
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4号住居跡 A(第 16。 17図 )

(位置)調査区北側の平坦面、H-3・ 4、 I-3・ 4グ

リッドに位置する。 (重複)4号住 B、 9・ 11・ 23号土坑 と

重なる。 (規模)推定長軸7.29m、 推定残存短軸5,4m、 深

さ不明である。 (形状)住居跡の壁が削平されているので

不明。おそ らく円形 となるであろう。

(床面)床面まで掘削が及んでいたため、硬化面などは確

認できなかった。 2・ 3号住 と同様に耕作土中からは礫が

大量に出土 してお り、敷石住居であつたと思われる。

(施設)長軸80cm、 短軸68cmの 範囲で焼土跡が発見され、

それが炉になると思われる。ピット3。 9。 12が 主柱穴

になると思われる。

(遺物)第 26図 。 4号住 Bと 混合 しているが、13・ 14。 22

は 4号住Aの ものと思われる。

(遺物出土状況)第 17図。 3号住 と比べ遺物量は少ない。

(時期)第26図 13。 14よ り堀之内式期の可能性が高い。

(備考)調査当初X02と 名付けていた遺構であるが、住居

跡と確認したので 4号住とした。また、整理していく中

で2軒の住居跡の重複 と判断したので4号住A・ Bと 2

軒に分けた。

4号住居跡 B(第 16・ 17図 )

(位置)調査区北側の平坦面、H-3。 4、 I-3・ 4グ

リッドに位置する。 (重複)4号住 B、 9,11・ 23号土坑

と重なる。 (規模)推定長軸7.88m、 推定残存短軸5.4m、

深さ不明である。 (形状)住居跡の壁が削平されているの

で不明。おそらく円形となるであろう。

(床面)床面まで掘削が及んでいたため、硬化面などは確

認できなかった。 2・ 3号住と同様に耕作土中からは礫

が大量に出土してお り、敷石住居の可能性がある。

(施設)長軸60cm、 短軸43cmの 範囲で焼土跡があり、それ

が炉であろう。ピット1・ 2・ 4・ 7・ 10が 主柱穴にな

ると思われる。A・ Bの主柱穴と考えられるピット以外

はどちらに帰属するか判断できない。

(遺物)第26図。4号住Aと混合しているが、2～ 3・ 6・

7・ 20。 21は 4号住Bの ものと思われる。

(遺物出土状況)第 17図。 3号住と比較すると遺物量は少

ない。炉跡とピント8か らの出土が目立つ。

(時期)第26図 3。 4が炉跡から、 7が ピット8か ら出土

しているので中期末の可能性が高い。

5号住居跡

(位置)調査区北側の平坦面、G-3、 H-3グ リンドに

位置する。 (重複)6号土坑と重なる。 (規模)直径6.78m

と推定される。 (形状)住居跡の壁が削平されているので

不明。おそらく円形 となるであろう。

(床面)削平されているため、硬化面等は確認できなかっ

た。 2～ 4号住 と違い、耕作土から礫がほ とんど出土し

なかったことから、敷石住居の可能性は低い と考えられ

る。

(施設)住居跡の中央やや南寄 りに埋養炉がある。炉体土

器の脇には大きな扁平な礫が一つ置かれていた。焼上の

周 りからも窪みが確認されているので、石囲埋奮炉であつ

た可能性が高い。

ピット1・ 4・ 6。 7・ 9が主柱穴 と考 えられ、 5本

柱穴の住居であろう。

(遺物)第 27図。 1は炉体土器である。第31図 7の上版も

出土 している。

(遺物出土状況)第 19図。覆土が残つていなかったことも

あ り、遺物は極めて少ない。

(時期)炉体土器等より堀之内式期 と考えられる。

(備考)調査当初はX03と 名付けていた。埋甕炉を確認 し

たことか ら5号住 ≧した。

6号住居跡

(位置)調査区南側の傾斜地、B-3グ リン ドに位置する。

(重複)な し。 (規模)推定残存長軸2.36m、 推定残存短軸

2.3m、 深さ不明である。 (形状)壁は確認できず、床面の

確認された範囲を住居の範囲とし、その形状は円形 と考

えられる。

(床面)1号住居の北側から南にかけては埋没谷があ り、

地山がローム質の土ではなく、やや赤みがかつた暗褐色

土層 となる。大量の礫の下層か らはこの地 山が現れず、

ローム質上の混 じった土が確認できた。 しかも調査区南

側が南東に向かって地形が傾斜 しているのに対 し、この

ローム質土の混 じった土の面はほぼ水平であるこ乙から、

住居の貼床面 とした。

(施設)炉は調査区内にはない。 ピットが 3つ確認できた

が、 どれが主柱穴になるのかは分からない。

(遺物)第27図。図示できるものは 2点であつた。

(遺物出土状況)第 19図 。覆土中からは礫が多 く出上 して

いる。土器は小片で数多く出土 している。

(時期)出土土器より中期末～後期初頭 と思われる。

(備考)調査当初はX06と 名づけてお り、床面を確認 して

か ら6号住 とした。

3.土坑

土坑については、第 3表を参照されたい。なお、調査

時に土坑 と名付けていて、その後住居跡に伴 うと判断し

たものについては遺構名を変更 している。
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009糀屋敷東遺跡 縄

010糀屋敷北遺跡 縄

011糀屋敷遺跡 縄

012牛久保遺跡 縄 弥

013牛久朱南遺跡 縄

014沢入遺跡 菅沼氏館跡 縄

015芋千平遺跡 縄

016東下屋敷遺跡 縄

017西下屋敷遺跡 縄 中

018新 田森遺跡 縄

019西下屋敷南遺跡 縄

020横手遺跡 縄 中

021神之原遺跡 縄

022屋敷附遺跡 縄 中

023内城遺跡 縄

024+郎林遺跡 縄 中

025阿原遺跡 平

026中尾根遺跡 縄

028夫婦岩遺跡 縄

029横 山1遺跡 縄

1図

第

030横山2遺跡 縄

031横山平遺跡 縄

032葛原北遺跡 縄

033上 フノリ平北遺跡 縄

034上 フノリ平遺跡 縄

035上 フノリ平西遺跡 縄

036下 フノリ平北遺跡 縄

037葛原遺跡 縄 弥

038下 フノヅ平遺跡 縄

039下 フノリ平南遺跡 平

040別 当遺跡 縄

041別 当西遺跡 縄

044深草館跡 戦国

045小和田遺跡 縄 平 中

049小和田館跡 平 戦国 江

050米山遺跡 縄 弥

051米山東遺跡 縄

061原 田遺跡 縄 平

064小屋敷遺跡  縄 平 中

065久保地遺跡  縄

1町遺跡地名表

岡遺跡 縄 弥 平 中

岡新田遺跡  弥 平 中

田遺跡 縄 平

中久保遺跡 縄 平 中 江

県遺跡 縄

竪敷遺跡  縄 江

ノ平遺跡 縄

蕪3遺跡 平

蕪2遺跡 縄 平

蕪4遺跡 縄 平

蕪1遺跡 縄 平

手山東遺跡 中

尾平遺跡 旧石 縄 中

の原遺跡 縄

熊遺跡 縄

蕪南遺跡 縄 平

手遺跡  縄 平

巻遺跡  縄

平北遺跡 縄 平

平遺跡 縄 平

097大平遺跡 縄 平

098下鳥久保遺跡  縄

099鳥久保遺跡  縄 江

100高松遺跡  縄

101上町遺跡  縄 奈

109柿平・藤塚

163横針中山遺跡 中

164大林遺跡  旧石 縄 平 江

165中 込遺跡 縄

168上町南遺跡  縄

173新宿区健康村遺跡  旧石 縄 平 中 江

192苧干平の上塁

193成岡・藤塚

197竹原遺跡 縄 中 江

198天 白砦跡 中 戦国

201横針前久保遺跡 旧石 縄

202横針宮久保遺跡 縄 平

203深草遺跡 平

205中 田遺跡 縄

207池之窪遺跡  縄 平

i考・
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第 2表 住居内ピットー覧表

遺構名 ピ ッ 卜No グリンド 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ(cm) 重複関係 備 考

1住

ピ ッ
ｋ
ｒ C-4 49 0 ピ ッ 卜2

ピ ッ
ｋ
ｒ C-4 34 0 ピット1

ピ ッ
ｋ
ｒ C-4 23 0 調査区で切 られている

ピ ッ 卜4 C-4 42 0 42 8 /1ヽ さVヽ穴が4つ ある

ピント5 C-3
ピット6 C-3 27 0 199

ピット7 C-3
ピット8 C-3

2住

ピ ッ 卜1 H-2 75,0 47.9 32号土坑から変更

ピント2 G-2、  II-2 78 0 34.5 26号土坑から変更
ピット3 H-2 83 0 27 7

ピット4 H-2 50 0 34 9

ピット5 G-2 113 0 39 0 30号土坑から変更

ピット6 G-2 45 0

ピット7 G-2 46 0 42.0

ピット8 G-2 78 0 35号土坑から変更

ピット9 G-2 69 0 62.0 30 2

ピット10 G-2 45 0 29 3

3在と

ピ ッ H-2 72 0 64 6 19号土坑から変更

ピット2 H-2 47 0 22 2

ピット3 H-2 68 0

ピット4 H-2 105 0 26 6

ピット5 H-2 29 5 27号土坑から変更

ピット6 H-2 66 0 32 0

ピット7 H-2 20号土坑から変更

ピット8 H-2 68 5 ピット9 29号土坑から変更

ピット9 H-2 ピット8 29号土坑から変更

ピ ッ 卜10 H-2 38 0 ピ ッ 卜11
つ
々 38号土坑から変更

ピ ッ H-2 37.8 ピット10。
つ
々 38号土坑から変更

ピ ッ 卜12 H-2 25 3 ピ ッ 卜10 38号土坑から変更

4住 A

ピ ッ I-4 50,9 34号土坑から変更

ピント2 H-4 66.0 76 2 36号土坑から変更

ピット4 H-3 22号土坑から変更

ピ ッ H-3 21 9

ピ ッ H-3 15,7 46号土坑から変更

ピ ッ 卜7 H-3 49 0 42 0 37号土坑から変更

ピ ン 卜8 H-3、   1-3 36.9 21号土坑から変更

ピ ッ 卜10 I-3 62 0 84 8 39号土坑から変更

ピ ッ I-3 65,0 27.6

4住 B
ピット3 H-3 57 0 33号土坑から変更

ピ ン I-3 31,9 15号土坑から変更

ピ ッ
つ
々 H-3 66 0 46号土坑から変更

5住

ピ ン H-3 57.0 59,8 44号土坑から変更

ピット2 H-3 27 1 14号土坑から変更

ピット3 H-3 38,9 40号土坑から変更

ピット4 G-3 58 3 43号土坑から変更

ピット5 G-3 74.0 38,7 13号土坑から変更

ピット6 G-3 44 5 45号土坑から変更

ピット7 H-3 37.9 41号土坑から変更

ピット8 H-3 126 0 63.0 12号土坑から変更

ピット9 H-3 58.0 42号土坑から変更

6住

ピ ッ B-3 46 0

ピット2 B-3 43.2

ピット3 B-3 66 0 44 0
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第 3表 土坑一覧表

遺構名 グリッド 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ(cm) 重複関係 備 考

1号土坑 F-3 称名寺式土器

2号土坑 F-3 1130 加E4式土器、焼上、炭化したクルミ

3号土坑 F-3 180.0 100 0 88 0 5号土坑

4号土坑 F-3 92 0 85 5

5号土坑 F-3 (550) (45 0) 3号土坑

6号土坑 G-3 179 0 124 0 (75 0)

7号土坑 欠番 (5住炉跡に変更)

8号土坑 H-3 132 0 1150 77 7 加 E4式土器

9号土坑 H-3・ 4 1100 11号土坑、4号住 堀之内式土器

10号土坑 H-3 I-3 56 0

H号土坑 H-3・ 4 79 0 78 0 (72.6) 9号土坑、4号住 称名寺式土器

12号土坑 欠番 (5号住 ピット8に変更 )

13号土坑 欠番 (5号住ピット5に変更)

14号土坑 欠番 (5号住 ピット2に変更)

15号土坑 欠番 (4号住ピット9に変更)

16号土坑 欠番

17号土坑 H-3

18号土坑 H-2 57.0

19号土坑 欠番 (3号住 ピット1に変更 )

20号土坑 欠番 (3号住ピット7に変更)

21号土坑 欠番 (4号住 ピット8に変更 )

22号土坑 欠番 (4号住 ピット4に変更)

23号土坑 I-3 (137 0) 132 0 4号住

24号土坑 H-3

25号土坑 H-2 74 0

26号土坑 欠番(2号住ピット2に変更)

27号土坑 欠番 (3号住 ピット5に変更 )

28号土坑 H-2 63 0 59,0 26.2

29号土坑 欠番 (3号住ピント8・ 9に変更)

30号土坑 欠番 (2号住ピット5に変更)

31号土坑 欠番 (3号住 ピット3に変更)

32号土坑 欠番 (2号住 ピット1に変更)

33号土坑 欠番 (4号住ピット3に変更)

34号土坑 欠番 (4号住 ピット1に変更)

35号土坑 欠番 (2住 ピット8に変更)

36号土坑 欠番 (4号住 ピット2に変更)

37号土坑 欠番 (4号住ピント7に変更 )

38号土坑 欠番 (3号住ピット10。 11・ 12に変更)

39号土坑 欠番 (4号住ピット10に 変更)

40号土坑 欠番 (5号住ピット3に変更)

41号土坑 欠番 (5号住ピット7に変更)

42号土坑 欠番 (5号住 ピット9に変更)

43号土坑 欠番 (5号住ピット4に変更 )

44号土坑 欠番 (5号住ピット1に変更)

45号土坑 欠番 (5号住 ピット6に変更 )

46号土坑 欠番 (4号住 ピット12に 変更)

47号土坑 D-2 96 5 84 2

48号土坑 D-4 110 0 193 0

-35-

( )内 の数値は残存値を示す



1号住 (第 9図 )

l 褐色土
しま り強い 粘性弱い、φl～2mm炭化物粒子 1%含む、暗褐色土 と褐

2 褐色土 しま りや や 強 い 、粘 性 身うい 、φユ～ 5mm尿化 物 粒 子 8ソ6含 む 暗 掏 色 フ
ロ ッ ク が 混 ざ る

3 暗褐色土

暗褐色土 しまりやや弱い、粘性やや弱い、φl～ 5nLH炭化物粒子5%含む

5 黒色土 しまりやや弱い、粘性弱い、全面炭化物層

6 黒褐色土 しまり強い、粘性やや弱い、ゎ1～ 104ull炭化物粒子10%含む

7 褐色土 しまりやや強い、粘性やや強い、ローム質土、敷石の埋土

暗褐色土 しまり強い、粘性やや弱い、φl～ 2null炭化物粒子1%含む

9 黒褐色土 しまり弱い、粘性やや弱い、ゅ1～3muI炭化物粒子5%含む

1 地 山

11 黄褐色土

1号住 炉跡 (第 10図 )

1 暗褐色土

黒褐色土
しま りやや弱い、粘性やや強い、φl～ 10mr皮化物粒子10%敷石の

暗褐色土 柱 ∴ 逸 専 酪 ヽさ
粘 性 や や 強 い 、φ l～も硼 尿 イヒ物 程 子 3%、 01～ 5mЮ

褐色土 しまりやや弱い、粘性やや弱い、70%焼土

にぶい黄褐色土 しまり弱い、粘性やや弱い

にぶい黄褐色土 しまりやや強い、粘性やや強い

7 黒褐色土 しまりやや強い、粘性やや強い、800/0炭化物
2号住 (第 13図 )・ 3号住 (第 14図 )

1 耕作土

にぶい黄褐色土 しまり弱い、粘性弱い、ゅ1～ 3mullロ ーム粒子3%含む

3 地 山

赤褐色土 焼土

3号住 炉跡 (第 14図 )

1 暗褐色土 しまりやや弱い、粘性やや弱い、ゅ1～ 2 Hun炭 化物粒子1%
2 褐色土 しまり弱Vヽ 、粘性弱い、焼±40%
3 黒褐色土 ま蒜娩雇瘍題子排 やや弱い`φl～ 5 mm焼主種子lυ%0■ ～

3号住 ピッ 卜8,9(第 14図 )

1 褐色土 しまりやや弱い、粘性やや弱い、ゅ1～ 31anl炭化粒子1%含む

2 にぶい黄褐色土 しまり強い、粘性やや弱い、ol～ 8nulロ ーム粒子5%含む

3 暗褐色土 しま りやや強い 相性やや強い、φl～ 1∪mmロ ー ム柾子もto、 φ3～ 1∪mm
ロー ム粒 子 5%含 む

4 暗褐色土 ヤ∴ワ要学rヽ
粘性やや強い、φl～5mmロ ーム粒子 3%、 φ5～ 10剛 ロー

5 褐色土 しまり強い、粘性やや弱い、φl～3mm炭化物粒子3%含む

4号住A・ B 第16図 )

1 耕作土

2 にぶい黄褐色土 しまり弱い、粘性弱い、φl～ 3nllnロ ーム粒子3%含む

3 地 山

4 号住 ビッ卜8(第 16図 )

l 暗褐色土
し ま りや や 強 い 、粘 性 や や 強 い ol～ 7mm炭化 物 粒 子 3%、 φl～7mm

2 暗褐色土
しま り非 常 に 強 い 、粘 性 や や 強 い 01～3m尿 化 物 粒 子 OJo、 φl～ 5mm
ロー ム 粒 子 2%含

=●

3 ローム壁土

5号住 炉跡 (第 18図 )

1 にぶい橙 しまり強い、粘性弱い、ゅ1～ 2剛炭化物粒子1%、 焼±80%

2 褐色土 しまりやや強い、粘性やや弱い、焼±70%
3 赤褐色土 焼 土

5号住 ピッ卜8(第 18図 )

1 暗褐色土 しま りや や 強 い、粘 性やや 弱 い、φl～2mm灰化 物粒子 3%03～ 5mm
ロー ム l‐子 1%含オ●

2 褐色土 しまり強い、粘性やや強い、ol～ 21nln炭化物粒子1%含む

6号住 (第 19図 )

1 耕作土

2 褐色土

3 暗褐色土 褐色土と黄褐色上を含む

4 褐色土 しまり強い、粘性やや弱い、60%ロ ーム質土

第 4表 遺構覆土観察表

1号土坑 (第 20図 )

1 にぶい黄褐色土 しまり強Vヽ、粘性やや弱い、ol～2mm炭化物粒子1%含む

2 褐色土 牝蕊 rい
、柄 性 や や 弱 い 、φ l～ 3mm尿イヒツ tr子3%、 ゆSmm焼主

2号土坑 (第20図 )

1 暗褐色土
しま りや や 強 い ず占陛や や 弱 い 、ol～ 3mm炭イヒ物 粒 子 2%含 む 土 器
内 部 の 上

2 褐色土

3 黒褐色土 ム?扁空茸烈者ここ認擢群鯨哲αP灰1し榎子勤、φl～ 3nln焼主柾

4 暗褐色土 しまりやや強い、粘性やや弱い、ゅ1～ 2価炭化粒子3%含む

5 暗褐色土 子 5%、 ol～ 10m■ ロー ム 粒 子 5%含 む

6 黒褐色土

7 暗褐色土 しまりやや弱い、粘性やや弱い、ゅ1～ 21ru炭化物粒子1%含む

暗褐色土
しま りや や 強 い 、粘 性 や や 弱 い 、ゆ 1～ 5mm尿化 粒 子 3%、 ゆうmmxtL土種
子 1%わ 5～ 10mmロ ー ム 粒 子 10%含 む

9 暗褐色土

3 5号土坑 (第20図 )

1 褐色土 しまり強い、粘性弱い、φ5mlnロ ーム粒子10%含 む

褐色土

褐色土
:り 強い、粘性やや弱い、ol～ 3mm炭化物粒子 8%、 ol～ 10mmロ ー

4 暗褐色土 しまり強い、粘性やや弱い、ゅ5～ 101111ロ ーム粒子10%含 む

暗褐色土 【み を ℃ ,膚
身身い ｀ゆ 1～ 5mm尿 化 物 柾 子 も%、 01υ～ ZUHlnロ ー

褐色土 しまり非常に強い、粘性やや弱い、80%ロ ーム質土

号土坑 (第 図 )

1 暗褐色土 しまり非常に強い、粘性弱い、ol～ 2mll炭化物粒子1%含む

暗褐色土

暗褐色土 笠島 迄 奉 rヽ
、粘 性 弱 い 、φl～ 31Ⅷ 炭 化 物 粒 子 2%、 ol～ 10mmロ ー ム

～

黒褐色
しま り強 い、th性やや |●い 010～ 30ntI灰化ツ 30%φ l～ 5mmロ ー
l~子 3%含 む

5 暗褐色土 しまり強い、粘性やや強い、ゅ1～ 5m14ロ ーム粒子1%含む

暗褐色土 しまり非常に強い、粘性やや弱い

8号土坑 (第 図 )

1 灰黄褐色土 しまりやや強い、粘性やや強い、ゅ1～5触炭化物粒子1%含む

褐色土 しまり強い、粘性やや強い、ol～ 10nm炭 化物粒子3%含む

暗褐色土 し ま り非 常 に 強 い 粘 陛 や や 強 い ol～ 5mm尿 イヒ物 粒 子 Z%、 ゅも～ 10uln
ロ ー ム 粒 子 896含■F

9。 11号土坑 (第21図 )

1 褐色土 しま りやや弱い、粘性弱い

2 にぶい黄褐色土 しまり強い、粘性やや弱い

3 にぶい黄褐色土 しまりやや強い、粘性やや弱い、φl～ 5nul炭化物粒子2%含む

4 暗褐色土

5 暗褐色土 しまり強い、粘性やや強い

6 褐色土 しまり強い、粘性やや強い、φl～ 511ul炭 化物粒子3%含む

7 褐色土 しまり非常に強い、粘性やや強い、ゅ1～ 3null炭化物粗子2%含む

10号土坑 (第乏図 )

1 暗褐色土 しまりやや強い、粘性やや弱い、ゅ1～ 3rul炭 化物粒子2%含む

2 暗褐色土 じ
蛉

り
ヽ

い、相性やや 弱 い、φl～34n焼土狂 子 3カ 、ゆ■～ 54Unコ ~

3 黒褐色土 春 抑
性 や や 弱 い 、φl～ 15mm炭化 物 粒 子 8%、 ol～ 3mmロ ー

4 暗褐色土 しまり非常に強い、粘性やや強い、ol～ 51nm炭化物粒子3%含む

17号土坑 (第″図 )

1 にぶい黄褐色土 しまりやや弱い、粘性強い、腐食した土なども混ざる

2 暗褐色土 しまりやや強い、粘性強い、ゅ10～ 204rn口
~ムブロック25%含む

1 号土坑 (第乏図 )

1 カクラン

2 にぶい黄褐色土
しま り強い 粘性やや弱い、φl～ 5rll炭化物II子 5%、 φ10mmロ ーム

3 褐色土 しまり弱い、粘性弱い

4 にぶい黄褐色土 しまりやや強い、粘性やや弱い、ol～ 54ul炭 化物粒子5%含む

5 褐色土 しまりやや弱い、粘性やや弱い、ロームブロック50%含む

6 褐色土 しまりやや弱い、粘性やや弱い

23号土坑 (第2 図 )

1 暗褐色土
しま りやや強い、粘性やや強い、ol～ 3mm炭化物粒子 1%、 ゅ5～ 71un

2 褐色土 しまり強い、粘性やや強い、ゅ1～5mm炭化物粒子3%含む

3 褐色土 しまり強い、粘性強い、70%ロ ーム質

4 暗褐色土

5 暗褐色土 しま りやや 強 い、粘性 やや 強 い、ゅ5～20mmロ ー ムブ ロック15%含 む

6 暗褐色土 しま リヲF常 に強 い 粘性 強 い ol～ 10mm康化 物粒子も%、 o5～ Zけmm
ロー ムブ ロ ック409作子

=o
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遺
物

観
察

表
図

番
号

出
上
位

置
時

期
土
器
種
別

器
 

種
重
量

(g
)

部
位

焼
成

土
色

調
調

整
備

考

l
号

住
縄

文
・
前
期

諸
磯

深
鉢

良
好

長
、石

、黒
雲

、黒
粒

、ホ
粒

、
白
粒

外
褐

(内
)に

ぶ
い
橙

外
結

節
浮
線

文
(内

)ナ
デ

2
号

住
29
54

糸電
文

中
期

末
深

鉢
日
―
月同

=Б

良
好

長
、石

、黒
雲

、黒
粒

、赤
粒

、
白
粒

外
橙

・
灰

褐
(
内

)明
褐

・
褐

外
沈

線
(内

)ナ
デ

3
号

住
糸亀

文
中
期

末
深

抹
El
―

/月
同
幸
Б

良
好

長
、石

、黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐
・

黒
(内

)褐
灰

外
沈
線

(内
)ナ

デ

4
号

住
37
26

糸電
文

中
期

末
深

鉢
10
0 
9

日
本 シ
月 同

吉
[

良
好

長
、石

、黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
黒

褐
(内

)褐
(外

)櫛
歯

状
工
具

に
よ

る
条
線

(内
)ナ

デ

5
号

住
糸電

文
中

期
末

深
鉢

日
―

月同
吉
Б

良
好

長
、 石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
橙

(内
)明

赤
褐

外
沈
線
・
櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

6
号

住
24
69

率電
文

中
期

末
深

鉢
38
 2

ロ
ー

月 同
言
匹

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
明
褐

・
褐
灰

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

(外
)
沈
線
・
櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

7
号

住
糸
電
文

中
期

末
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
赤
褐

・
黒

(内
)暗

赤
褐

(外
)櫛

歯
状

工
具

に
よ
る
波
状
条
線

(内
)ナ

デ

8
号

住
率電

文
中
期

末
深

鉢
良

好
長

、
石

、
黒

雲
、黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐

・
黒

(内
)に

ぶ
い
橙

外
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

9
号

住
37
63

率亀
文

中
期

末
深

鉢
96
 7

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
灰

黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

外
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

37
56

縄
文

・
後

初
称

名
寺

深
鉢

日
―

月同
吉
Б

良
好

長
、石

、黒
雲

、黒
粒

、
赤

粒
、
白
粒

外
橙

・
に
ぶ

い
黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

外
縄

文
・
沈
線

・
刺

突
文

(内
)ナ

デ

11
号

住
縄

文
・
後
初

称
名

寺
深

鉢
ロ
ー
月 同

吉
出

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)灰

褐
(内

)灰
黄
褐

外
沈
線
・

刺
突

文
(内

)ナ
デ

榊
多

Lあ
り

12
号

住
縄

文
・
後
初

称
名

寺
深

鉢
16
5 
7

日
本
シ 月
同
吉
Ь

良
好

長
、
石

、
黒

雲
、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙
・

灰
黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

外
沈
線
・

刺
突

文
(内

)す
デ

号
住

24
73

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
黄
橙

・
灰

黄
褐

(内
)褐

灰
外

沈
線

・
刺

突
文

(内
)ナ

デ

号
住

縄
文

・
後

初
称
名

寺
深

鉢
61
 3

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
橙

・
黒
褐

(内
)褐

外
沈
線

・
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

29
37

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
良

好
長

、石
、黒

雲
、黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
に
ぶ

い
黄
褐

・
黒
褐

(内
)褐

灰
外

沈
線

・
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

29
99

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
47
 8

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
に
ぶ

い
黄
橙

(内
)橙

外
沈
線

。
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

17
号

住
28
26

縄
文

・
後

初
称
名

寺
深

鉢
突

起
良

好
長

、石
、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
橙

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
隆
線
・

沈
線

(内
)ナ

デ

18
号

住
28
53

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
13
2 
6

突
起

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
褐

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
沈
線

・
隆
線

・
刺

突
文

(内
)ナ

デ

号
住

29
26

縄
文

・
後

初
称

名
寺

注
目
土

器
把

手
良

好
長

、石
、金

雲
、黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
橙
・

褐
灰

(内
)に

ぶ
い
橙

外
縄

文
?(
内

)ナ
デ

号
住

縄
文

・
後
期

堀
之

内
鉢

21
5 
3

日
-1
同

部
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
黒
褐

・
黒

(
内

)に
ぶ

い
黄
笹
・

黒
褐

外
沈
線
・

口
縁
部

隆
線

・
刺

突
文

(内
)ナ

デ

号
住

29
97

縄
文
・

後
期

堀
之

内
鉢

ロ
ー
月同

吉
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

(内
)に

ぶ
い
責

褐
外

沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

縄
文

・
後

期
堀

之
内

鉢
口

縁
音
Ь

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ
い
黄
橙
・
褐
灰

(内
)に

ぶ
い
黄
橙
・
褐
灰

外
沈
線

(内
)ナ

デ
突
起

部

号
住

29
29

縄
文

・
後

期
堀

之
内

鉢
日
縁

吉
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
黒

・
灰

黄
褐

(内
)灰

黄
褐

外
沈
線
・

刺
突

(内
)ナ

デ
突
起

部

号
住

縄
文

・
後

期
堀

之
内

鉢
日
～

月同
部

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
灰

黄
褐

・
黒
褐

(内
)黒

褐
・

に
ぶ

い
黄
橙

外
沈

線
(内

)ナ
デ

波
状

口
縁

号
住

37
37

縄
文

・
後

期
堀

之
内

鉢
22
 1

胴
部

良
好

長
、 石

、黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
こ
ぶ

い
橙

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

外
沈

線
(内

)ナ
デ

号
住

29
88

縄
文

・
後

期
堀

之
内

深
鉢

18
2 
2

胴
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
橙

(内
)橙

・
黒
褐

外
沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

25
86

縄
文

・
後
期

堀
之

内
深

鉢
良

好
長

、 石
、黒

雲
、黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
褐
灰

(内
)に

ぶ
い
橙

外
沈
線

(内
ナ

デ

号
住

縄
文

・
後

期
堀

之
内

深
鉢

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

(外
明
赤
褐

(内
)灰

褐
・
褐

外
沈
線

(内
ナ

デ

号
住

24
76

率巳
文

後
期

深
鉢

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
に
ぶ

い
褐

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
沈
線

(内
ナ

デ

号
住

37
38

糸電
文

後
期

小
型

土
器

胴
～
底

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
に
ぶ

い
褐

・
褐
灰

(内
)褐

灰
・
黒
褐

外
沈
線

(内
(底

)ナ
デ

号
住

糸電
文

晩
期

深
鉢

?
良

好
石

、黒
雲

、黒
粒

、赤
粒

、
白
粒

(外
)H
音
灰

黄
(内

)に
ぶ

い
黄
橙

外
沈
線

(内
ナ

デ

号
住

29
75

縄
文
・

後
期

堀
之

内
注

目
土
器

守
1■

6
把

手
良

好
長

、石
、 黒

雲
、黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
に
ぶ

い
黄
橙

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

外
ナ

デ
・
把

手
中
央

に
沈
線

(内
)ナ

デ

1
号

住
上

層
21
62

率電
文

前
期

有
孔

土
器

27
 5

口
縁

言
Б

良
好

長
、石

、黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
(内

)赤
褐

外
ナ
デ

'有
孔

(内
)ナ

デ
小
型
・
UF
O形

2
号
住

上
層

縄
文

中
期

深
鉢

良
好

長
、石

、 金
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
橙

(内
)に

ぶ
い
褐

(外
)縄

文
(内

)ナ
デ

3
号

住
上

層
率電

文
中

期
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
明

赤
褐

・
橙

(内
)明

赤
褐

・
黒

褐
外

縄
文

(内
)ナ

デ

4
号
住

上
層

37
84

縄
文

中
期

末
深

鉢
57
 7

日
縁

都
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
に
ぶ

い
褐

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
褐
・

褐
灰

外
縄

文
・

隆
線

・
沈
線

(内
)ナ

デ

5
号
住

上
層

16
23

縄
文

中
期

末
深

鉢
18
2 
5

日
縁

部
良

好
長

、石
、黒

雲
、黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ
い
褐
・
褐
灰
・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

.褐
灰

外
縄

文
・

沈
線

・
微

隆
起
線

(内
)ナ

デ

6
号
住

上
層

16
74

縄
文

中
期

末
深

鉢
84
 2

日
縁

言
Б

良
好

長
、 石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
自
粒

外
明
赤
褐

・
黒
褐

(内
)明

赤
褐

外
縄

文
(内

)ナ
デ

波
状

口
縁

7
号

住
上

層
縄

文
中
期

末
深

鉢
日
縁

部
良

好
長

、石
、
金

雲
、
黒

雲
、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

外
(内

)に
ぶ

い
褐

外
縄

文
・
微

隆
起

線
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
口
縁

部
良

好
長

、
石

、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

(内
)橙

外
縄

文
・
微

隆
起

線
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
日
縁

部
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
明
赤
褐

(内
)橙

(外
)櫛

歯
状

工
具

に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

22
67

縄
文

中
期

末
深

鉢
53
 2

日
縁

部
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
自
粒

外
橙

(内
)明

赤
褐

・
灰

褐
外

沈
線
・
櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ
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5表
 

遺
物

図
番

号
出

上
位

置
宣
物
番
撮

時
期

土
器
種
別

器
種

重
量

(g
)

部
位

焼
成

土
色

調
調

整
備

考

11
号
住

上
層

糸患
文

中
期

未
深

鉢
73
 0

日
貶
博

Б
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
橙

・
褐
灰

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

(外
沈
線
・
櫛
歯
状
工
具

に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

26
83

縄
文

中
期

末
深

鉢
日
縁

吉
[

良
灯

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
黒
褐

・
橙

(内
)赤

褐
・
褐
灰

外
結

節
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

13
号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
口
縁

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐

・
黒

褐
(内

)に
ぶ

い
褐

(外
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

20
50

率亀
文

中
期

末
深

鉢
65
 2

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
明
赤
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
縄

文
・
沈
線

・
隆
線

(内
)ナ

デ

号
住
上

層
25
80

縄
文

中
期

末
深

鉢
97
 7

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)橙

。
明
赤
褐

・
褐
灰

(内
)に

ぶ
い
褐

外
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
12
5 
2

胴
部

良
好

長
、 石

、
黒

雲
、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

外
橙

(内
)に

ぶ
い

橙
外

縄
文
・

沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

22
70

縄
文

中
期

末
深

鉢
67
 8

月i
al
著
語

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)(
内

)に
ぶ

い
黄
橙

外
縄

文
・

沈
繰

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
54
 6

良
好

長
、石

、
黒

雲
、 黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
)に

ぶ
い

褐
内
)橙

外
櫛

歯
状

工
具

に
よ

る
条

線
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

27
60

縄
文

中
期

末
深

鉢
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
)に

ぶ
い
褐

内
)黒

外
櫛

歯
状

工
具

に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
良

好
長
、 石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
橙

・
褐

灰
(
内

)橙
外

櫛
歯

状
工
具

に
よ

る
条
線

(内
)ナ

デ

号
住
上

層
28
03

縄
文

中
期

末
深

鉢
80
 6

良
好

長
、石

、 金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
に
ぶ

い
黄
褐
・
黒

(内
)に

ぶ
い
黄
褐
・
灰

黄
褐

(外
)櫛

歯
状

工
具

に
よ

る
条
線

(内
)ナ

デ

l号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
胴

部
良

好
罠
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
明
赤
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

・
灰

黄
褐

外
縄

文
・

微
隆
起
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
)に

ぶ
い

黄
橙

・
黒

褐
(内

)灰
褐

外
櫛
歯

状
工
具

に
よ
る
波
状
条
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

縄
文

中
期

末
深

鉢
17
 4

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)灰
黄
褐

外
櫛
歯
状

工
具

に
よ
る
波
状
条
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

糸電
文

中
期

末
深

鉢
口
縁

吉
ド

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

(外
橙

・
明
黄
褐

(内
)橙

外
(内

)ナ
デ

突
起

部

号
住

上
層

19
16

縄
文
・
後
初

称
名

寺
深

鉢
日

縁
言
Б

良
好

長
、石

、 金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
に
ぶ

い
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

(外
)束

1突
文
・
沈
線
・
隆
線
・
隆
線
上
刺
突
文

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

24
20

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
日
縁

言
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)に
ぶ

い
橙

・
褐
灰

外
刺
突
文

・
磨

消
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ
把

手
付

1号
住

上
層

25
09

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
口
縁

言
ト

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)に
ぶ

い
褐

・
黒
褐

外
刺
突
文

・
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

25
76

縄
文
・

後
初

称
名
寺

深
鉢

56
 9

日
縁

言
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、赤
粒

、
白
粒

外
(内

)に
ぶ

い
褐

外
縄

文
・
刺

突
文
・
微

隆
起
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

15
25

縄
文

・
後

初
称

名
寺

深
鉢

56
 7

日
縁
言
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
黒

・
に
ぶ

い
橙

(内
)黒

褐
・

に
ぶ

い
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
68
 3

日
縁

言
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐

・
灰

黄
褐

(内
)明

褐
(外

)磨
消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

縄
文

・
後

初
称

名
寺

深
鉢

日
縁

都
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
橙

(内
)に

ぶ
い
褐
・

黒
褐

外
磨

消
縄

文
(内

ナ
デ

波
状

日
縁

号
住

上
層

26
05

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
日
縁

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
赤
褐

(内
)赤

褐
外

磨
消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

30
59

縄
文

・
後

初
称
名

寺
深

鉢
15
8

口
縁

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
)(
内

)|
こ
ぶ

い
赤

褐
(外

磨
消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

26
50

縄
文
・

後
初

称
名

寺
深

鉢
月 同

吉
ト

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
褐
・
灰
黄
褐

(内
)褐

・
に
ぶ

い
赤
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

縄
文
・

後
初

称
名

寺
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

外
橙

・
に
ぶ

い
tF
R(
内

)明
赤
褐

(外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
胴

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
赤
褐

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
赤
褐

外
刺

突
文

・
沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

14
83

縄
文

・
後

初
称

名
寺

深
鉢

良
好

長
、石

、金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)褐

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
12
3 
9

突
起

良
好

長
、石

、
黒

雲
、黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
褐
・

黒
褐

(内
)|
こ
ぶ

い
黄
橙

(外
)沈

線
・

隆
線

・
刺

突
文

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

22
79

縄
文

・
後
初

称
名
寺

深
鉢

突
起

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)明

黄
褐

・
褐
灰

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

・
褐
灰

外
隆
線

・
刺

突
文
・

穿
孔

・
沈
線

(内
)?

号
住

上
層

縄
文

9
?

日
縁
・
把
手

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐

(
内

)に
ぶ

い
黄
褐

外
沈
線

(内
)ヤ
E手

号
住

上
層

19
38

縄
文

・
後
期

堀
之

内
深

鉢
口
縁

音
ト

良
好

長
、石

、金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
赤
褐

外
刺

突
文

・
沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

縄
文

・
後

期
堀

之
内

深
鉢

30
 1

口
縁

部
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)橙
外

沈
線

・
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

縄
文

・
後
期

堀
之

内
深

鉢
口

縁
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)に
ぶ

い
黄
橙

外
沈
線

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

縄
文
・

後
期

堀
之

内
鉢

日
縁

言
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
に
ぶ

い
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
沈
線

・
刺

突
文

(内
)ナ

デ

号
住
上
層

縄
文
・
後
期

堀
之
内

深
鉢

良
好

長
、石

、 黒
雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
黒
褐

(内
)橙

外
沈
線
・
隆
線
・
隆
線
上
刺
突
文

(内
)ナ

デ
号
住

上
層

縄
文

・
後

期
堀
之

内
深

鉢
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
褐

(内
)灰

黄
褐
・

黒
褐

(外
)沈

線
(内

)ナ
デ

号
住

上
層

19
75

縄
文
・

後
期

堀
之

内
深

鉢
14
2 
4

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
灰

黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

(外
)結

節
縄
文
・
縄
文
・
沈
線
・
刺
突
文

(内
)ナ

テ

号
住

上
層

縄
文
・

後
期

堀
之

内
深

鉢
17
9 
2

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
灰

黄
褐

(内
)褐

灰
(外

)縄
文

・
沈
線

・
刺

突
文

(内
)ナ

デ

号
住

上
層

27
35

縄
文

・
後

期
堀

之
内

深
鉢

10
0 
3

良
好

長
、
石

、黒
雲

、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に

ぶ
い

褐
・

黒
褐

(内
)イ
こ
ぶ

い
赤

褐
(外

)沈
線

(内
)ナ

デ

51
号
住

上
層

26
52

縄
文

・
後
期

堀
之

内
小
型

土
器

口
～
胴

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
橙

(内
)に

ぶ
い
赤
褐

(外
)沈

線
(内

)ナ
デ

1
2号

住
縄

文
・
後
期

堀
之

内
深

鉢
50
5 
0

胴
～

底
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)桂

(内
)に

ぶ
い
橙

・
灰

責
褐

(底
)橙

(外
)沈

線
(内

)(
底

)ナ
デ

炉
体

土
器



|
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第
5表

 
遺

物
観

察
図
番

号
出
上
位

置
董 物

番
提

時
期

土
器
種
別

器
 

種
重
量

(g
)

部
位

焼
成

土
色

調
調

整
備

考

2
2号

住
縄

文
後

期
深

鉢
日
縁
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)(
内

)に
ぶ

い
褐

・
黒
褐

外
沈
線

(内
)ナ

デ

1
3号

住
92
8

縄
文

中
期

末
深

鉢
日
縁

部
良

好
長

、石
、 金

雲
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
(内

)に
ぶ

い
掲

外
沈
線

(内
)ナ

デ

2
3号

住
39
24

縄
文

中
期
末
～
後
期

深
鉢

17
5 
7

底
言
Ь

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)(
内

)に
ぶ

い
褐

(底
)に

ぶ
い
橙

外
(内

)ナ
デ

(底
)木

葉
痕

3
3号

住
39
17

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
10
11

ロ
ー
月同

吉
Б

良
好

長
、
石

、黒
雲

、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
褐
・
黒
褐

(
内

)褐
・
灰

黄
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

3号
住

縄
文

。
後
初

称
名

寺
深

鉢
日
縁

部
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
黄
褐

・
に
ぶ

い
黄
橙

(内
)黒

褐
外

縄
文

・
刺

突
文

・
微

隆
起

線
(内

)ナ
デ

5
3号

住
縄

文
・

後
初

称
名

寺
深

鉢
12
5 
2

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)橙

(内
)明

赤
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

3号
住

縄
文
・

後
初

称
名

寺
深

鉢
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ
い
褐
・
黒
褐

(内
)赤

褐
・

に
ぶ
い
黄
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

7
3号

住
縄

文
・

後
期

堀
之

内
鉢

43
 1

口
縁

部
良

好
長

、
石

、 黒
雲

、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
灰

黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
笹

外
沈
線

(内
)ナ

デ

3号
住

35
51

縄
文

・
後
期

堀
之

内
鉢

27
 5

日
縁
部

良
好

長
、石

、黒
雲

、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

・
黒
褐

外
沈
線

(内
)ナ

デ

3号
住

縄
文

・
後
期

堀
之

内
鉢

胴
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
橙

・
明
赤
褐

(内
)橙

外
隆
線

・
隆
線

上
刺

突
文

(内
)ナ

デ

0
3号

住
43
76

縄
文

・
後

期
堀

之
内

鉢
19
2 
9

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
明
赤
褐
・
に
ぶ
い
黄
橙

(内
)明

褐
・
に
ぶ
い
女
褐

外
縄

文
・

沈
線

(内
)ナ

デ
炉

体
土

器

3号
住

縄
文

・
後
期

堀
之

内
鉢

良
好

長
、石

、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

(外
)明

赤
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
縄

文
・

沈
線

(内
)ナ

デ

2
3号

住
43
76

縄
文

・
後
期

堀
之

内
鉢

胴
部

良
好

長
、石

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)明

赤
褐

(内
)明

褐
外

沈
線

(内
)ナ

デ

3
3号

住
38
23

縄
文

・
後

期
堀

之
内

深
鉢

27
 6

良
好

長
、
石

、 黒
雲

、 黒
粒

、
赤

粒
、
白
粒

外
(内

)桂
外

沈
線

(内
)ナ

デ

3号
住

糸電
文

後
期

深
鉢

良
好

長
、石

、金
雲

、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

(外
赤
褐

・
明
黄
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

5
3号

住
糸電

文
後

期
ミニ

チ
ュ
ア
土
器

口
～
月同

吉
卜

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
(内

)赤
褐
・

暗
赤
褐

外
無
文

(内
)ナ

デ
波

状
日
縁

6
3号

住
縄

文
後

期
堀

之
内

注
目
土

器
十巴

手
良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

(外
に
ぶ

い
黄
・

暗
黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

外
沈
線

(内
)ナ

デ

1
4号

住
一

括
縄

文
・

中
期

曽
利
V

深
鉢

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

(内
)に

ぶ
い
褐

外
綾

杉
文

(内
)ナ

デ

2
4号

住
35
27

縄
文

中
期

末
深

鉢
日

縁
言
Ь

良
好

長
、石

、 黒
雲

、黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
に
ぶ

い
褐

。
明
赤

褐
(内

)橙
外

櫛
歯

状
工
具

に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

3
4号

住
ネ電
文

中
期

末
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
明
赤
褐

(内
)明

褐
外

櫛
歯
状

工
具

に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

4
4号

住
84
0

糸電
文

中
期

未
深

鉢
89
 2

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
明
赤
褐

(内
)明

褐
外

櫛
歯
状

工
具

に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

5
4号

住
ネ亀
文

中
期
末

'

深
鉢

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に

ぶ
い

褐
・

黒
掲

・
灰

褐
(内

)黒
(外

)ケ
ズ

リ
(内

)ナ
デ

6
4号

住
85
2

率電
文

中
期

末
深

鉢
良

好
長

、 石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
赤
褐

・
暗
赤
褐

(内
)に

ぶ
い
赤
褐

(歩
お ト

縄
文

・
沈
線

(内
)ナ

デ

7
4号

住
42
13

縄
文

中
期

未
深

鉢
11
29

良
好

長
、 石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
橙

・
褐
灰

(内
)に

ぶ
い

It
B・

黄
灰

(外
縄

文
(内

)ナ
デ

ピ
ッ
ト
8出

土

8
4号

住
一

括
縄

文
中
期

末
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ
い
黄
褐
・
褐
灰

(内
)橙

・
に
ぶ
い
黄
橙

外
櫛

歯
状

工
具

に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

9
4号

住
縄

文
・
後
初

称
名

寺
深

鉢
28
 2

日
縁

吉
Б

良
好

長
、石

、 金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
赤
褐

・
黒
褐

(内
)褐

外
刺

突
文

(内
)ナ

デ
波
状

口
縁

10
4号

住
82
7

縄
文

・
後

期
堀

之
内

鉢
日
縁

吉
ド

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
橙
・

に
ぶ

い
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

(外
沈
線
・

刺
突
文

(内
)沈

線
突
起

部

4号
住

一
括

縄
文

・
後
期

堀
之

内
鉢

日
縁

言
Б

良
好

長
、石

、
黒

雲
、 黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
黒

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

(外
沈
線

(内
)ナ

デ

4号
住

一
括

縄
文

・
後
期

堀
之

内
深

鉢
92
 5

胴
部

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
褐

・
黒

褐
(内

)に
ぶ

い
褐

・
黒

褐
外

沈
線

(内
)ナ

デ

13
4号

住
43
75

縄
文

・
後

期
堀

之
内

深
鉢

31
2 
8

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
赤
褐

(内
)黒

褐
外

沈
線

・
ミ
ガ

キ
(内

)ナ
デ

ピ
ッ
ト
6出

土

4号
住

縄
文
・
後
期

堀
之

内
深

鉢
20
0 
8

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
褐

灰
(内

)に
ぶ

い
黄
橙

(外
沈
線

・
波
状

沈
線

(内
)ナ

デ

4号
住

一
括

率電
文

後
期

深
鉢

77
 1

口
縁

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐

(内
)赤

褐
外

(内
)ナ

デ
折
り
返
し
日
縁

4号
住

一
括

縄
文

後
期

深
鉢

日
縁
吉
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)(
内

)に
ぶ

い
赤
褐

・
灰
褐

外
(内

)ナ
デ

4号
住

一
括

縄
文

後
期

深
鉢

日
縁

言
Б

良
好

長
、石

、黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
褐

・
褐
灰

(
内

)に
ぶ

い
橙

・
褐
灰

外
縄

文
(内

)ナ
デ

4号
住

一
括

縄
文

後
期

深
鉢

27
 3

胴
郡

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
橙

(内
)に

ぶ
い
赤
褐

(外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

4号
住

縄
文

後
期

深
鉢

胴
部

良
好

長
、石

、 金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)に
ぶ
い
黄
褐

外
縄
文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

4号
住

縄
文

後
期

深
鉢

16
11

胴
部

や
や
不

|
長
、 石

、 黒
雲

、黒
粒

、赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐

・
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

(外
(内

)ナ
デ

ピ
ッ
ト8

出
土

4号
住

縄
文

後
期

深
鉢

25
5 
1

底
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)明

赤
褐

(内
)明

赤
褐
・
明
褐

(底
)明

赤
褐
・
明
褐

外
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

(内
)(
底

)ナ
デ

被
熱

?

4号
住

41
95

縄
文

後
期

深
鉢

18
4 
5

胴
～
底

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
自
粒

t刻
)ヽ|
こ

娑
エ

レ
,`F
4野

(P
H)
′

こ
要
■

レ
以`
氏

4P
」
・

|こ
要ヽ

ν
カ`

外
ミ
ガ

キ
(内

)(
底

)ナ
デ

ピ
ッ
ト
4出

土

1
5号

住
縄

文
後

期
深

鉢
13
45
 0

胴
～

底
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
ケ
ズ

ヅ
・

ミ
ガ

キ
(内

)ナ
デ

炉
体

上
器

2
5号

住
88
5

縄
文

・
後
期

堀
之

内
鉢

日
縁

部
良

好
長

、 石
、黒

雲
、黒

粒
、
赤

粒
、
自
粒

外
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

外
沈
線

(内
)ナ

デ
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遺
物
観
察
表
④

図
番

号
出

上
位

置
豊
物
番
号

時
期

土
器

種
別

器
 

種
重
量

(g
)

部
位

焼
成

胎
土

色
調

調
整

備
考

3
5号

住
33
30

縄
文

・
後
期

堀
之

内
深

鉢
57
 5

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
黒

(内
)灰

黄
褐

。
黒
褐

(外
)沈

線
(内

)ナ
デ

4
5号

住
縄

文
後

期
深

鉢
10
0 
0

日
～
胴

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
黒
褐

・
橙

(内
)に

ぶ
い
褐

・
灰

褐
(外

)(
内

)ナ
デ

ピ
ッ
ト
7出

土

1
6号

住
縄

文
後

期
深

鉢
日
縁

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
自
粒

外
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

(外
)沈

線
(内

)ナ
デ

2
6号

住
50
06

縄
文

後
期

深
鉢

良
好

長
、石

、金
雲

、 黒
雲

、黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
灰

黄
褐

・
黒

褐
(内

)に
ぶ

い
黄
褐

(外
)縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

l
l号

土
坑

30
89

縄
文

中
期

末
深

鉢
80
8 
0

日
～
底

部
良

好
長

、石
、
金

雲
、 黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
褐

(内
)黒

褐
(底

)明
褐
・

に
ぶ

い
黄
褐

(外
)縄

文
・
沈
線

・
微

隆
起
線

(内
)(
底

)ナ
デ

千 く

博 側
潮 叫

口 が

2
l号

上
坑

縄
文

・
後
初

称
名
寺

浅
鉢

88
0 
6

ロ
ー

月 同
吉
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
黒
褐

・
橙

(内
)に

ぶ
い
褐

(外
)(
内

)ナ
デ

把
手

付

l
2号

上
坑

縄
文

中
期

末
士 空

30
87
0

口
～

月同
言
Ь

良
好

長
、石

、金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
橙

。
明
黄
褐

(内
)橙

(外
)縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

2
2号

土
坑

縄
文

中
期

末
深

鉢
57
 9

口
縁

吉
Б

良
好

長
、石

、
黒

雲
、 黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
黒
・
黒

褐
(
内

)暗
褐

(外
)縄

文
・
微
隆
起
線
・
日
縁
部

ミ
ガ
キ

(内
)ナ

デ

3
2号

土
坑

32
53

縄
文

中
期

末
深

鉢
口
縁

甘
ト

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)明
赤
褐

(外
)縄

文
・

隆
線

・
沈
線

(内
)ナ

デ

l
8号

土
坑

33
19

縄
文

中
期

末
深

r4
N

20
5 
5

良
好

長
、石

、金
雲

、黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙
・

灰
黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄

褐
(外

)縄
文
・

沈
線

・
隆
線

(内
)ナ

デ

l
9号

土
坑

縄
文
・

後
初

称
名

寺
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

(外
)暗

赤
掲

(内
)極

暗
赤
褐

(外
)磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

2
9号

土
坑

32
43

縄
文
・
後
期

堀
之

内
鉢

30
5 
0

良
好

長
、 石

、金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)に
ぶ

い
褐

・
黒
褐

(外
)縄

文
・
沈
線
・
波
状
沈
線
・
突
起
・
束
1突

文
(内

)ナ
デ

1
10
号

上
坑

32
78

糸電
文

中
期

末
深

鉢
65
 6

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
泣

、 赤
粒

、
白
粒

外
に
ぶ

い
赤
褐

(内
)暗

褐
(外

櫛
歯
状

工
具

に
よ
る
波
状
条
線

(内
)ナ

デ

2
10
号

土
坑

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
日
縁

吉
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
明
褐

(内
)桂

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

3
10
号

土
坑

32
64

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
12
7

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)黒
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

4
10
号

土
坑

32
76

縄
文

後
翔

深
鉢

15
15

胴
～
底

部
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
無
文

・
ミ
ガ

キ
(内

)ナ
デ

(底
)?

1
23
号

土
坑

42
00

縄
文

中
期

末
深

鉢
80
3 
0

口
～

胴
部

良
好

罠
、石

、 金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
橙

・
掲
灰

・
黒
褐

(内
)灰

褐
・
黒
褐

外
縄

文
(内

)ナ
デ

1
遺

構
外

一
括

縄
文

前
期

有
孔

土
器

17
 1

日
縁

常
Б

良
好

長
、
石

、
黒

雲
、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

(外
に
ぶ

い
褐

・
赤
褐

(内
)赤

褐
外

ナ
デ

・
有

孔
あ

り
(内

)ナ
デ

2
遺
構

外
一

括
縄

文
。
前
期

諸
磯

b
深

鉢
11
 1

良
好

長
、石

、 金
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
暗
褐

(内
)褐

外
爪
形
文

(内
)ナ

デ

3
遺
構

外
44
14

率亀
文

中
期

末
士 匡

口
縁

部
良

好
長

、石
、
黒

雲
、 黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙
・

褐
灰

(内
)に

ぶ
い
黄
橙

外
隆
線

・
隆
線

上
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

4
遺
構

外
46
75

率電
文

中
期

末
笙

口
縁

部
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(タ
ト

に
ぶ

い
褐

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

外
隆
線
・

隆
線

上
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

5
遺
構

外
率電

文
中
期

末
深

鉢
口
縁

部
良

好
長

、石
、 金

雲
、黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に

ぶ
い

黄
橙

・
灰

黄
褐

(内
)黒

褐
外

隆
線

(内
)ナ

デ

6
遺
構

外
49
30

率電
文

中
期

末
深

鉢
日

縁
言
Б

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
橙

・
灰

褐
(内

)に
ぶ

い
褐

外
縄

文
・
沈
線

・
隆
線

(内
)ナ

デ

7
遺

構
外

率電
文

中
期

末
深

鉢
42
 4

日
縁
部

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
明

赤
褐

・
褐

灰
(内

)明
赤

褐
・

に
ぶ

い
褐

外
縄

文
・

沈
線

(内
)ナ

デ
波
状

日
縁

8
遺
構

外
率
電
文

中
期

末
深

鉢
35
 7

日
厖
詰

Б
良

好
長

、石
、
金

雲
、
黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

(外
(内

)灰
黄
褐

外
縄

文
・

沈
線

(内
)ナ

デ
波

状
日
縁

9
遺
構

外
45
67

縄
文

中
期

末
深

鉢
23
 2

日
縁

言
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
(内

)に
ぶ

い
橙

外
沈
線

(内
)ナ

デ

遺
構

外
率電

文
中
期

末
深

鉢
日
縁
吉
B

良
好

長
、石

、黒
雲

、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
黄
橙

・
に
ぶ

い
黄
褐

(内
)橙

外
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ
波
状

日
縁

遺
構

外
糸亀

文
中
期

末
深

鉢
27
 6

日
縁

吉
卜

良
好

長
、石

、 黒
雲

、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

(外
明

褐
・

灰
褐

(内
)明

褐
・

に
ぶ

い
褐

(外
)櫛

歯
状
工
具

に
よ
る
条
線
・
沈
線

(内
)ナ

デ

遺
構

外
縄

文
中
期
末

深
鉢

日
縁
常
Б

良
好

長
、石

、黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
赤
褐
・

黒
褐

(内
)赤

褐
外

縄
文

・
沈
線

(内
)ナ

デ

遺
構

外
10
47

糸亀
文

中
期
末

深
鉢

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
に
ぶ

い
褐

・
黒

褐
(内

)橙
外

縄
文

・
沈
線

・
微

隆
起
線

(内
)ナ

デ

遺
構

外
糸亀

文
中
期

末
深

鉢
良
好

長
、石

、金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
に
ぶ

い
黄
橙

(内
)灰

黄
褐

・
黒

褐
外

縄
文

・
沈
線

(内
ナ

デ

遺
構

外
52
7

縄
文

中
期

末
深

鉢
胴

部
良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
(内

)に
ぶ

い
褐

・
黒
褐

外
縄

文
・
沈
線

(内
ナ

デ

遺
構

外
45
32

縄
文

中
期

末
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
橙

・
に
ぶ

い
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

外
縄

文
・
沈
線

(内
ナ

デ

遺
構

外
縄

文
中
期
末

深
鉢

82
 0

胴
部

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、ホ

粒
、
白
粒

外
に
ぶ

い
褐

(内
)橙

外
縄

文
・
沈
線

(内
ナ

デ

遺
構

外
縄

文
中
期
末

深
鉢

胴
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
黒

(内
)黒

褐
・

に
ぶ

い
黄
褐

外
縄

文
。
光
線

(内
ナ

デ

遺
構

外
縄

文
中
期

末
深

鉢
月
同
剖

`

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
褐

・
灰

掲
・
黒
褐

(内
)獲

・
褐

(外
)櫛

歯
状

工
具

に
よ
る
条

線
・
沈

線
(内

)ナ
デ

遺
構

外
率電

文
中
期

末
深

鉢
良

好
長

、石
、金

雲
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
橙

(内
)に

ぶ
い
橙

外
櫛

歯
状

工
具

に
よ

る
条
線

(内
)ナ

デ

遺
構

外
率電

文
中
期

末
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

外
に

ぶ
い

橙
(内

)に
ぶ

い
橙

・
灰

褐
外

沈
線

(内
)ナ

デ

遺
構
外

率亀
文

中
期

末
深

鉢
良

好
長

、石
、 黒

雲
、 黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
橙

・
褐

灰
(内

)橙
外

櫛
歯
状

工
具

に
よ
る
条
線

(内
)ナ

デ

遺
構

外
縄

文
・

後
初

称
名

寺
深

鉢
口

縁
部

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

外
橙

・
に
ぶ

い
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
沈

線
・

刺
突

文
(内

)ナ
デ

遺
構

外
49
76

縄
文

・
後
初

称
名

寺
深

鉢
日
縁

常
Б

良
好

長
、
石

、
黒

雲
、黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

外
明
赤
褐
・

褐
灰

(内
)に

ぶ
い
褐

外
沈

線
(内

)ナ
デ

波
状

口
縁
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遺
物
観
察
表
⑤

図
番

号
出
上
位

置
豊物

番
モ

時
期

土
器
種
別

器
 

種
重
量

(g
)

部
位

焼
成

胎
士

色
調

調
整

備
ち

遺
構

外
22
23

縄
文

。
後

初
称

名
寺

深
鉢

日
縁

部
良

好
長

、石
、黒

雲
、
黒

粒
、
赤

粒
、
白
粒

(外
)暗

褐
・

に
ぶ

い
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

遺
構

外
縄

文
・
後
初

称
名

寺
深

鉢
日
縁

吉
Б

良
好

長
、石

、金
雲

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
褐
・

灰
黄
褐

(内
)に

ぶ
い
黄
褐

外
磨

消
縄

文
(内

)ナ
デ

波
状

日
縁

遺
構

外
45
06

縄
文

・
後
初

称
名
寺

深
鉢

日
縁

吉
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
黄
褐

(内
)橙

(外
縄

文
・
沈
線

(内
)ナ

デ

遺
構

外
縄

文
・
後

初
称

名
寺

深
鉢

日
縁

吉
Б

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)褐

(内
)に

ぶ
い
褐

・
灰

褐
外

磨
消
縄

文
(内

)ナ
デ

遺
構

外
縄

文
・

後
初

称
名

寺
深

鉢
日
縁

=ト

良
好

長
、石

、黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
黄
褐

(内
)に

ぶ
い
赤
褐

(外
)縄

文
・
刺

突
文

・
微

隆
起
線

(内
)ナ

デ

遺
構

外
11
22

縄
文

・
後
初

称
名
寺

深
鉢

21
 7

日
縁

吉
卜
?

良
好

長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
褐

・
黒

(内
)に

ぶ
い
褐

外
縄

文
・
刺

突
文

(内
)ナ

デ

31
遺
構

外
44
92

縄
文

・
後

初
称

名
寺

深
鉢

27
 5

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、赤

粒
、
白
粒

(外
)橙

・
灰

黄
褐

(内
)橙

外
磨

消
縄

文
(内

ナ
デ

遺
構

外
縄

文
・
後
初

称
名

寺
深

鉢
33
 2

胴
部

良
好

長
、石

、
黒

雲
、
黒

粒
、 赤

粒
、
白
粒

(外
)に

ぶ
い
橙

・
黒
褐

(内
)に

ぶ
い
褐

外
磨

消
縄

文
(内

ナ
デ

遺
構

外
縄

文
・

後
初

称
名

寺
深

鉢
胴

部
良

好
長
、石

、 黒
雲

、 黒
粒

、 赤
粒

、
白
粒

(外
)橙

(内
)褐

灰
外

磨
消
縄

文
(内

ナ
デ

遺
構

外
縄

文
・
後
初
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第4章 新田森遺跡出上の石器群について

lalア ルカ 馬場仲一郎・高橋 哲・池谷勝典

1.は じめに

遺物の時期

本章では新田森遺跡から出土 した石器群について説明

を行 う。出土 した石器の該当時期は縄文時代中期末から

後期初頭・称名寺式、堀之内式に限定できる石器群であ

る。まず作業の準備段階として、以下の作業を行った。

図化対象・属性表対象遺物の選別

出土した石器群を、A石鏃・打製石斧・磨製石斧・磨

石等の定型的な石器および良好な石核 。原石、BI定型

的な石器ではあるが表面風化の著 しい石器 。二次加工剥

片、C:剥片・原石・石器断片 とい うように三種類に大

別 し、ランク付けを行つた。Aラ ンクには実測図 。属性

表・集合写真を、 Bラ ンクには属性表を、 Cラ ンクには

器種分類・重量 とい う作業を行い、データに反映させた。

データ化 した遺物は382点で、安山岩製の自然石19点 は除

外 した。出上 した石器群全てをデータ化の対象 としてい

る。

報告の順序

本報告ではデータ化 した石器群に対 し、遺構別器種組

成、石材別器種組成を作成 し、基礎的データの提示をま

ず行 う。次に出土 した石器群の技術的特徴を実測図版図

1～ 4を参照 しながら説明する。石器使用痕の観察結果

は写真 1～ 10に提示する。

2.出土石器群の組成および遺構別・石材別データにつ

いて (表 1・ 2)

表 1に は遺構別器種組成、表 2に は石材別器種組成を

示 した。遺構別器種組成では中期末～後期初頭の住居跡

である 1号住居跡、および 1号住居跡に帰属する可能性

の高い 1号住上層出土の石器群が合計100点 と最も出土量

が多い。堀之内式期である 2号～ 5号の住居跡出土の石

器群は 1号住居跡に比べ少ない。

次に、遺構を手掛か りに時期別組成の変化を検討する。

中期末～後期初頭の 1号住居跡および 1号住上層 と、堀

之内式期の住居跡の位置関係は、 4号住 A・ Bを除き、

互いに分布範囲が異なるため、石器が混 じり合 う可能性

はとりあえず排除してもよいであろう。互いの時期を比

較し最も顕著な変化 として、中期末～後期初頭の 1号住

居跡および1号住上層では磨石・凹石・敲石・石皿等の礫

石器の出土が認められる一方で、堀之内式期の住居跡お

よび土坑からは4号住居跡の敲石 1点、 9号土坑の敲石 1

点を除き出土していない。遺構外から礫石器は多数出土

するため、時期の判明する遺構の組成のみで推論するの

はやや不安が残るが、 1号住居跡での礫石器のセットに

象徴される植物質食料の加工行為が堀之内式期の遺構の

分布するエリアでは比較的低調であると推定される。

礫石器以外の石器組成の変化として、削器の存在が挙

げられる。削器は表 2に示したように、黒曜石・チャー

ト製の2点以外の残 り7点は堆積岩・変成岩系石材のも

のであり、中部高地の縄文中期では打製石斧と同じ石材

で作られることが一般的である。この削器も先の礫石器

と同様、 1号住居跡 。1号住上層からは 5点の出土があ

るが、堀之内式期の遺構からの出上が少ない。減少傾向

にあると見ることができるかもしれない。

これら石器以外では、新田森遺跡からは特に見いだす

ことができない。逆に変化 しない点として、黒曜石製凹

基鏃・両極石器・両極剥片、堆積岩・変成岩系の打製石

斧、磨製石斧類の存在、および利用される石材と器種の

結びつき方の傾向である。

このような新田森遺跡の出土石器群の組成を中部高地

の特に八ヶ岳南西麓の遺跡 と比較すると、興味深い事実

を見いだすことができる。まず、かつて藤森栄一氏らが

縄文農耕論の舞台として有名な富士見町付近の遺跡の様

相から、井戸尻式期から曽利式期にかけての石器組成の

変化として、打製石斧が減少する点、石皿と磨石が激減

する点、乳棒状石斧が消滅 し定角式磨製石斧が出現する

点、大形粗製石匙が消滅する点、打製石斧の形態が短冊

形から撥形に変化する点、の 5点 を挙げた (藤森1965)。

新田森遺跡は曽利式期でも最終末期に相当する段階であ

るが、藤森栄一氏が既に指摘するように、曽利式期の様

相として挙げる特徴 と一致する。この段階では打製石斧

や石皿・磨石類が 1住居跡からそれぞれ教十点と多量に

出土するこ≧はなく、後述する打製石斧の形態は短冊形

より撥形が多く、短冊形のものに比べ刃部がやや肉厚 と

なる。

また、長坂町で調査された前後する段階の遺跡である

上条宮久保遺跡は井戸尻式期から曽利 Ⅱ式および曽利V
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式の住居跡が検出されている (村松2005)。 ちょうど新田

森遺跡 と重なる時期 と前段階の遺構が検出されており、

新田森遺跡と同様、定角式磨製石斧は曽利式期に伴 う。

また上条宮久保遺跡の井戸尻式期の住居跡である4・ 5

号住居跡、曽利式期の住居跡である 1。 2。 3号住居跡

では黒曜石製の使用痕剥片と堆積岩 。変成岩系石材の削

器が各住居跡で 5点前後伴い、礫石器も共伴するが、こ

れは新日森遺跡の 1号住居跡および 1号住上層と同様の

傾向である。

最も石器組成で様相が類似するのは長坂町の東蕪 4遺

跡である。縄文時代中期の住居跡や土坑が検出され、出

土した土器個体量で最も多いのは曽利Ⅳ式～V式段階で

ある (小宮山他2002)。 黒曜石製の凹基鏃や使用痕剥片、

堆積岩・変成岩系石材の打製石斧が認められるものの、

刃部に明瞭な加工をもつ形の定まった削器や大形粗製石

匙は認められない。

このほかに、周辺地域の例として、藤内式・井戸尻式・

曽利 Π式～V式の土器を伴 う韮崎市宿尻遺跡 (‖ 間2002

a)と 比べると、新田森遺跡の削器の出土数は少ない。

一方、曽利V式の埋甕や土坑が検出された韮崎市飯米場

遺跡 (‖ 間2002b)で は新田森遺跡と同様に、凹基鏃な

どの小形承1片石器や礫石器類はある程度出土するが、削

器の出土はわずか 1点である。飯米場遺跡の場合、中期

特有の打製石斧も出土していないようである。

このように中期末の曽利V式以降、堆積岩・変成岩系

石材の打製石斧や削器が減少する傾向は、八ヶ岳南麓地

域の傾向として理解できよう。

このように事実を整理すると、新田森遺跡の堀之内式

期の住居跡で認められた堆積岩 。変成岩系石材の削器と

礫石器の減少は大きな変化 として捉えられそうである。

藤森栄一氏らが指摘 し、その後の調査の事実関係を整

理すると、(1)打製石斧や大形粗製石匙、礫石器の多量

な出土に特徴づけられる井戸尻式期、(2)大形粗製石匙

や乳棒状石斧等の井戸尻式期特有の石器の激減 。消滅の

曽利式期、(3)打製石斧や削器に代表される縄文中期特

有の堆積岩 。変成岩系石材石器の減少・消滅の堀之内式

期、というように大局的な変遷過程の理解が可能である。

3.出土石器の技術的・工程的特徴について

前章で大局的に石器組成の特徴 と新田森遺跡の位置 を

確認したことを受けて、ここでは出土した石器の技術的・

工程的な特徴に触れたい と思 う。

冒頭で触れたように、新田森遺跡で出土した縄文石器

群は石材ごとで作 られる石器に違いがあり、そのまとま

りを大別すると黒曜石 。チャー ト系の小形剥片石器、砂

岩・疑灰岩・ホルンフェルス等を利用する堆積岩・変成

岩系の打製承I片石器、安山岩系の礫石器、の二つに大別

が可能である。以下、この二つの大別を利用 しなが ら、

出土 した石器の特徴について考えてみよう。

(黒曜石・チヤー ト系の小形剥片石器〉

この系列に属する石器 として、凹基鏃・石錐・使用痕

のある剥片 。削器 。石核 。原石が挙げられる。

黒曜石製 最も石材 としては多用される黒曜石か らみて

みよう。10～20g程度で風化 した剥離面で覆われた原石

を搬入する。原石の形状は角礫状で明瞭な稜線を認める

ことができる。100gを超えるような大形原石は出土 して

いない。肉眼観察結果では諏訪星ケ台群が大半 と推定 さ

れる。

剥片剥離の特徴 としては、両極打撃により剥片剥離 を

行 うことが顕著である。両極石器あるいは両極剥片 (9。

10・ 28。 29。 65～67)と い う両極打撃による産物が382点

中47点 と多 くの出土するのはその証拠である。

一方で両極打撃によらない直接打撃の剥片剥離の痕跡

を示す石核 (51・ 55)も 出土 してお り、凹基鏃の素材 に

適切であるのは両極打撃ではなく、むしろ通常の直接打

撃による剥片 と推定される。両極打撃は角礫状原石 に直

接施 される。

なお、承1片では同市上条宮久保遺跡 (井戸尻式～曽禾U

Ⅱ式)で出土 したような石刃状剥片やそれに対応す る石

核の出土は認められない。

このような黒曜石製石器群には、凹基鏃 。石錐 。使用

痕のある剥片 。石核・原石が認められる。凹基鏃は出土

した15点全てが黒曜石製である。 4・ 44の ように挟 りが

鏃身の奥まで入る中期によくみ られるタイプもあれば、

63の ように脚が強く外反する後期の堀之内式期前後によ

く見られる形態 (町 田勝則他1993)ま で新田森遺跡では

出土する。また61は早期後半の押型文期特有 011噸 003)

の鍬形鏃であろう。

また、使用痕剥片が黒曜石製で 4点出土する。その う
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ち 3点 を図化 した。11は剥片の末端に、25は左側辺に、

64は左右側辺に微小承1離痕が認められる。剥離面の詳細

な観察は次章で行 う。

チャー ト製 さてチャー ト製石器群の量は黒曜石製に比

べると少数派である。石核 (56・ 68)は 2点のみの出土

で、定型的な石器では削器が認められるものである (12)。

石鏃の出土もなく、遺跡内での製作活動の低調さを伺わ

せる。

(堆積岩・変成岩系の打製剥片石器 )

堆積岩・変成岩系の石材 とは、ホルンフェルス・砂岩・

疑灰岩・粘板岩・頁岩のことを指 し、打製剥片石器は黒

曜石製についで多く出土する。表 1の通 り合計163点出土

する。これ ら石材は打製石斧や削器の石材 として主に利

用される。

この石材の特有の器種 として、素材剥片の一部を折 り

取 り加工で大きく変形させる余分な箇所を除去する行為

の存在が観察表作成の際に推定 された。本稿ではこれを

ブランクとして分類する。ブランクとは、剥片に対 し連

続的な加工を施すのではなく、一部に叩き折 り加工の認

められる石器 と定義する。石器の刃部や形態形成にまで

至っていない石器である。合計10点が出土する。

打製石斧 出土した打製石斧の うち、形態残存の良好な

ものを中心に図示 した。形態形成の加工や刃部加工は全

て直接打撃 と推定される。合計35点出土 した。 1号住居

跡では14～ 16が打製石斧で、14の ようなやや短冊形で薄

刃のものもあれば、16の ように明らかに刃部が撥形 とな

り、刃部が肉厚のものが認められる。 1号住上層にも31～

33の ように刃部が撥形で肉厚な刃をもつものが認められ

る。堀之内式期の住居跡共伴例が少なく、変遷過程を確

認することは難 しいが、39の未成品、45の刃部断片資料

を見る限 りでは撥形が主体 と推定される。なお43は打製

石斧の素材剥片 と推定される横長剥片である。遺跡内か

らはこの他にも素材剥片や剥片剥離時に生 じるその他該1

片類が合計63点出土する。

削器 新田森遺跡出土の削器の点数は非常に少なく、わ

ずか 7点の出土である。図示 したのは 4点で、 1号住上

層出上の削器は、定型的な横刃型削器 と呼べるもので、

薄い横長承1片の末端に荒い刃部加工を施す。52は削器 と

したが、元来は打製石斧の未成品の可能性もあり、その

欠損断片を再利用 しているのかもしれない。左側辺には

縦方向に幅 3 Hlln前後の筋状の擦痕が顕著である。用途は

不明である。

(堆積岩・変成岩系の磨製石器 )

新田森遺跡か らは定角式磨製石斧が 5点、器種判別の

困難な磨製石斧が 2点出土する。疑灰岩製 6点 と蛇紋岩

製 1点 (72)で ある。

前節で触れ ように、中期後葉から後期初頭の段階の遺

跡には定角式磨製石斧が組成 し、乳棒状石斧は組成 しな

いとい う傾向に新田森遺跡 も合致する。

(安山岩系の礫石器〉

安山岩製の礫石器は合計19点出土 し、敲石が12点 と最

も多い。磨 り面 と敲き痕が一つの石器に見 られるパター

ンが多く、 1号住居跡出土の19や20はその典型例である。

19は右側面、20は下面が平坦になるまで磨 られている。

49は両面 とも使い込まれた磨 り面をもつ石器で、良好な

使用痕光沢が確認される (次節に詳細観察所見)。 そのほ

か35は表面に 2つの孔をもつタイプの敲石で、池谷勝典

氏がクル ミ害Jり の道具 として推定するものである (池谷

2003な ど)。 その他、50の ような棒状素材を用いた敲石や、

21・ 79の石皿断片、78の はき出し口をもつ石皿、60。 80

の多孔石、34・ 81の石棒がある。81の石棒は頭部の断片

で破損面の一部に摩耗 した痕が認められた。 (馬場 )

4.出 土石器の使用痕観察

ここでは3節で触れた各石器のなかで、機能的に解明

する意義のある石器を取 り上げ、説明する。

(磨石の使用痕分析〉

分析方法 キーエンス社のデジタルHDマイクロスコー

プ (VHX 100)イこよる低倍率ズーム (VH― Z05)と 高

倍率ズームレンズ (VH― Z100)を用いて低倍率と高倍

率の使用痕光沢の観察をおこなった。観察倍率は、 5倍～

40信 と200倍～1000倍 (倍率はマイクロスコープでの倍率

で従来の金属顕微鏡の信率比とは異なる)である。観察

面は、中性洗剤で洗浄をおこない、適宜アルコールを浸

した脱脂綿で軽 く拭き取 り、手の脂分などの汚染を取 り

除いた。観察範囲は、石器表面全体を詳細に観察し、使

用痕光沢および線状痕の認定をおこなった。使用痕光沢

分類は東北大学の分類基準 (梶原・阿子島1981、 芹沢他

1982、 阿子島1989)、 および池谷 (2003)に よつている。

実沢1図49(磨石十敲石)の観察所見 素材は楕円礫を用

いている。表裏に磨面が形成され、正面側に敲打痕の集
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中が形成されている (図 5 1・ 2)。 敲打痕は、 1つ 1

つの敲打痕が集積して集中部を形成 している。敲打痕の

集中部は、縦方向の石器対称軸上に観察され、石器中央

部よりもやや上に偏る位置に見られる。また、敲打痕の

集中部は横軸方向に広がっているのが特徴である。

磨面は原礫面の形状に沿つて形成されている。高信率

の観察では、明るく平坦で光沢面の縁がやや丸みをもつ

光沢 (礫 Bタイプ)が磨面の中央部ではなく周辺部・ ドー

ナツ状に観察される (図 5 3～ 6)。 線状痕は縦軸方向

にも横軸方向にも観察される。

礫 Bタイプの光沢が生じる対象物は、実験から水分を

含む柔らかいものを石皿上で磨ることで生じることが確

認されており (池谷2003a)、 この石器も同じような使わ

れ方をしたものと推定される。敲打痕については、敲打

による 1つ 1つの敲打痕が明瞭であり、敲打痕の集中部

の位置が石器中央部よりもやや上に偏 り、横軸方向に広

がるという特徴がある。このような特徴をもつ主面部の

敲打痕の集中は、実験によリクルミなどの先端が尖った

ものの打撃であり、その動作は敲石を斜め前方に振 り抜

くものであることが推定されている (池谷2003b)。

展望 今回の分析石器は、他の磨石、敲石が安山岩主体

の中で 1点のみの閃緑岩の磨石十敲石であり、異質な印

象を受けた石器である。安山岩に比べて風化の進行度合

いが遅い石材であつたため、幸運にも使用痕光沢を観察

することができた。山梨県内の観察事例では、天神堂遺

跡 (南巨摩郡南部町・縄文中期～後期)においても閃緑

岩の磨石に礫 Bタ イプが観察されている。天神堂遺跡に

おいては閃緑岩の磨石、敲石が主体をしめており、本遺

跡とは石材組成が逆転 してお り、石材供給先の水系が違

うようである。もしかするとこの分析石器は別の遺跡か

ら持ち込まれた搬入石器なのかもしれない。 (池谷)

(使用痕承1片 の観察〉

礫石器と同様の分析方法および機材を用いて、観察を

行つた。図化 した使用痕剥片 4点 を観察した結果、次の

ような所見を得た。

実沢1図¬ 黒曜石製の横長剥片の末端に微細な承1離が観

察できる。高信率顕微鏡の観察の結果、縁辺に微小剥離

痕が生じているのと同時に、刃部に対して直交方向の線

状痕認められた (図 6。 写真 7)。 一部に微弱な光沢痕の

発生も認められる。

実沢1図23 黒曜石製。表面のダメージが激 しく、使用痕

か否かの判別が困難であつた。

実沢1図25 黒曜石製。左側辺に微小剥離痕が認められた

が、表面のダメージが激 しく、線状痕の有無 を確認する

ことができなかった。

実測図64 黒曜石製。素材の左右側辺に微小剥離痕が認

められる。高倍率の顕微鏡観察の結果、右側辺表面に縁

辺に直交する線状痕が認められた (図 6・ 写真 8)。 また

左側辺の裏面側には微小承1離痕が鱗状に重なっている姿

を確認する (図 6。 写真 9)。 一方で左狽I辺表面の縁辺に

は磨耗痕や線状痕が認められず、微細な剥離が認められ

る。おそらくこの剥離は刃潰 し加工で生 じた加工痕 と推

定 される (図 6。 写真10)。

このように使用痕剥片を高倍率顕微鏡で観察 した結果、

一部に明瞭な使用痕を認めることができた。 どのような

対象物に対 し用いられたのかは定かではないが、剥片の

縁辺に直交する線状痕を認めることができたので、対象

物に刻みを入れるような行為には用い られてはいない。

細い木をカッターで削るような行為を推定す ることがで

きる。 (馬場 。高橋 )

5.ま とめ

中期末から称名寺式期と、堀之内式期の二つの段階に

またがる新田森遺跡の石器群から、石器組成の時期差が

まず認められた。そして八ヶ岳南麓地域一体に共通する

中期末から称名寺式期の石器組成であることを、周辺遺

跡 との比較から確認した。使用痕分析では、一部の微少

剥離痕を有する石器に線状痕が認められ、小形の剥片が

刃器 として利用されたことが裏付けられる。また磨石で

は良好な使用痕光沢が確認でき、水分を含む柔 らかいも

のを石皿上で磨ると生じる光沢であると指摘 された。今

後の地域研究に重要な材料を提供する石器群 と言えよう。
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1 正面敲打痕
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写真 フ 線状痕の発達

∽■t渉
す■         Ⅲ

写真 9 微小剥離痕

図 6

写真10 使用痕跡のないきれいな縁辺

使用痕高倍率観察
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第 5章 調査の成果 と課題

今回の調査では、縄文時代中期末～後期初頭 と思われ

る住居跡 3軒、堀之内式期 と思われる住居跡 4軒、土坑

18基が発見された。縄文時代の他時期の上器片や他時代

の土師器・須恵器等もわずかに出土しているが、遺構は

発見されてお らず、縄文時代中期末～後期前半にかけて

の比較的時間幅の短い集落跡の一部を調査 したことにな

る。以下、注 目すべき成果を述べていきたい。

遺構の変遷について

今回の調査区での遺構の変遷は、中期末・後期初頭・

後期前半 (堀之内式期)の大きく3つの時期に分けられる。

中期末では、調査区北側平坦面に 4号住 B・ 8号土坑・

10号土坑・23号土坑 。28号土坑が、南側傾斜面に 1号住・

6号住が、その間に 2号土坑がそれぞれ存在する。 1号

住 。6号住は確実にこの時期であるとは断定できないが、

調査区の全体にわた り遺構が展開している。

後期初頭では、北側平坦面に10号土坑・H号土坑 。23

号土坑・24号土坑が、南側傾斜面に 1号住 。6号住が、

その間に 1号土坑が存在する。住屋跡は南側傾斜面に限

られ、北側平坦面には土坑だけになる。

堀之内式期の後期前半は、 2号住 。3号住 。4号住A・

5号住 。9号土坑・17号土坑 。18号土坑・24号土坑が北

側平坦面に展開 し、それ以外は確認されていない。遺構

が北側にまとまってくる。また、時期不明の土坑が調査

区全体に′ミ在 している

各時期を通 して北側平坦面に遺構が集中する傾向があ

る。平坦面 とい うことで生活のしやす さがあり、当然 と

言えよう。南側傾斜面は中期末～後期初頭にかけて住居

跡が展開し、堀之内式期の集落展開と少 し異なる。大き

く見ると、南側傾斜面を含め調査区全林に遺構が展開す

る中期末～後期初頭 と、北側平坦面に遺構がまとまる堀

之内式期 とに分けられる。

敷石住居について

今回の調査では敷石住居が発見された。確実に敷石住

居といえるのは 1号住だけであるが、平石の出土状況や

地元の人の話から2号住・ 3号住・ 4号住A・ 4号住 B

の 4軒も敷石住居の可能性が高く、最大で5軒の敷石住居

が存在 したことになる。帰属時期は 1号住 と4号住 Bが

中期末～後期初頭で、 2号住 。3号住 。4号住Aが堀之

内式期 と考えられる。

長坂町内では、別当西遺跡 (小宮山1997)。 宮久保遺跡

(小宮山他1999)・ 大八日・原田遺跡 (櫻井1989)か ら敦

石住居が発見されている。別当西遺跡 と大入田 。原田遺

跡のものは堀之内式期で、宮久保遺跡のものは中期末～

堀之内式期であり、本遺跡 とほば同様な傾向である。

また、北杜市内では、黒澤遺跡 (武川町、坂 口2005)。 上

ノ原遺跡 (須玉町、櫛原他1999)。 郷蔵地遺跡 (須玉町、

日代1987)。 屋敷添遺跡 (明野町、佐野1993)。 清水端遺

跡 (明野町、宮沢1980・ 諏訪原遺跡 (明野町、佐野1996)・

寺前遺跡 (明野町、佐野2000)。 豆生田第 3遺跡 (大泉町、

櫛原1986)。 姥神遺跡 (大泉町、櫛原1987)。 金生遺跡 (大

泉町、新津 1989)。 社口遺跡 (高根町、櫛原 1997)・ ,|1又

坂上遺跡 (高根町、新津他1993)。 青木遺跡 (高根町、雨

宮1988)・ 石堂B遺跡 (高根町、雨宮1986。 1987)等で発

見されてお り、山梨県内でも比較的多くの調査事例があ

る。縄文時代中期後葉から後期後葉までの敷石住居があ

り、その変遷が追える地域 と言える。

確実な敷石住居である 1号住を見てみ ると、炉の周辺

を不整楕円形のようにほぼ全面に平石が敷かれている。

中期末～堀之内 1式に多く見 られるものである。敷石は、

南側半分は残 りが悪 く、敷石面の高さも北側 と比べると

南側はやや低 くなっている。南側の敷石 については、傾

斜面の下方にあたるため後世の掘削等によ り原位置が変

わってしまったものが多いと思われる。全体形は遺存状

況を見る≧不整円形であるが、やや南側 に離れた位置に

敷石があるので、柄鏡形になる可能性も考えられる。

炉内に敷石 として利用されていたと考え られる大きな平

石が 2枚重な り合つて埋められていること、石囲炉の北

側からは石棒が敷石 とともに埋められていたこと、覆土

中の礫出土層 と敷石面との間に炭化物を多 く含む黒色土

層があることなど、この 1号住からは炉の廃棄行為や室

内祭祀、焼失住居の可能性など様々な側面が うかがえる。

これ らを他遺跡の事例 と比較検討 し、明 らかにしていき

たい。また、帰属時期は、出土土器か らでも特定が難 し

く、中期末～後期初頭 としなければならいことは残念で

あるが、敷石住居の様相を解明する上で、貴重な資料 と

なるであろう。

周辺の遺跡との関連について

本遺跡の周辺に、今回調査 された中期末～後期初頭 と

はぼ同じ時期の遺構が発見された遺跡がある。西に約300

m離れた所にある西下屋敷遺跡から中期末～後期初頭 ≧

思われる住居跡 1軒が発見されている。後世の掘削等に

より遺存状況は悪 く、焼土跡 とその周辺の ピントが確認

されただけであるが、出土土器よりほぼ同 じ時期の遺構

と見てよい。本遺跡 と同じ台地上にあり、やや距離が離

れてはいるが、もしかすると同じ集落であった可能性も
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考えられる。                      年報』北巨摩市町村文化財担当者会

本遺跡から南に約500m離れた所に越中久保遺跡がある。  櫛原功-1986『豆生田第 3遺跡』大泉村教育委員会

中期末～後期初頭にかけての土坑が 9基あり、4基が微   櫛原功-1987『姥神遺跡』大泉村教育委員会

高地上に、 5基が低地にあり、低地にある土坑について  新津 健1989『金生遺跡 H(縄文時代編)』 山梨県教育委

は貯蔵穴と考えられている (小宮山2002)。 本遺跡の東側   員会

の低地を南に下つていくと、貯蔵穴が発見された低地に  櫛原功-1997F社 口遺跡第 3次調査報告書』高根町教育

たどり着く。その距離は約500mと やや離れている感はあ  委員会 。社口遺跡発掘調査団

る。越中久保遺跡からはまだ中期末～後期初頭の住居跡   新津 健他1993『川又坂上遺跡』山梨県教育委員会

は発見されておらず、未調査部からの発見が期待される  雨宮正樹他1988「 山梨県高根町青木遺跡調査概報」『山梨

が、両遺跡の遺構の関連性は高いと思われる。       県考古学協会誌』第 2号 山梨県考古学協会

想像をたくましくすると、新田森遺跡・西下屋敷遺跡   雨宮正樹1986『西ノ原遺跡 石堂遺跡』高根町教育委員

で集落を作 り生活を営み、越中久保遺跡で堅果類等を貯   会

蔵しそれを利用していたと推定できる。越中久保遺跡で  雨官正樹1987『石堂B遺跡』高根町教育委員会

証拠は見つかつていないが、低地での水場遺構や作業場   笠原みゆき2001「 敷石住居」『山梨県考古学協会誌』第12

等もあったであろう。今後、 3遺跡の土器や石器等の出  号 山梨県考古学協会

土遺物を比較することで、その関連性の高さを確かめて  阿子島香・梶原洋1981「頁岩製石器の実験使用痕研究―

いきたい。                       ポリッシュを中心とした機能推定の試み― (東北大学使

用痕研究チームによる研究報告その 2)」『考古学雑誌』67_

1

参考文献                          阿子島香1989F石器の使用サ劇 考古学ライブラリー56ニュー・

末木 健1975『 山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査   サイエンス社

報告書一北巨摩郡長坂・明野・韮崎地内一』山梨県教育   池谷勝典2003a「礫石器の使用痕研究―磨石類を中心と

委員会                         して一」『古代』115 早稲田大学考古学会

末木 健・伊藤恒彦1976「 山梨県長坂町西下屋敷遺跡の  池谷勝典2003b「磨石・敲石・石皿の実験考古学的研究」

縄文後期土器」『信濃』第28巻 第6号 信濃史学会     『アルカ研究論集』第 1号 考古学研究所mアルカ池谷

村石員澄他2000『横針前久保遺跡 。米山遺跡・横針中山  勝典2004「縄文時代の機能研究―使用痕分析を中心に一」

遺跡』山梨県教育委員会                 『考古学ジャーナル』520 ニュー・サイエンス社

小田澤佳之 。櫻井真貴1987F深草遺跡・別当十三塚遺跡・  池谷勝典2004「 天神堂遺跡の磨石・敲石の使用痕につい

別当遺跡 (第 2次 )・ 糀屋敷遺跡』長坂町教育委員会    て」『天神堂遺跡』南部町教育委員会 卸山梨文化財研究

櫻井真貴1989F大入田・原田遺跡』長坂町教育委員会   所

小宮山隆1997F小屋敷遺跡』長坂町教育委員会      閏間俊明2002a『宿尻遺跡』韮崎市教育委員会

小宮山隆1997『別当西遺跡』長坂町教育委員会      閏間俊明2002b『飯米場遺跡』韮崎市教育委員会

小宮山隆2002『越中久保遺跡』長坂町教育委員会     川崎保2003『 山の神遺跡』長野県埋蔵文化財センター

小宮山隆他1999『宮久保遺跡』長坂町教育委員会     櫛原功-2004『天神堂遺跡』南部町教育委員会団山梨文

村松佳幸2005『 西下屋敷遺跡』北杜市教育委員会     化財研究所

山梨県1999『山梨県史』資料編2 原始・古代 2考古 (遺   小宮山隆他2002『東蕪 4遺跡』長坂町教育委員会

構・遺物)山梨日日新聞社               芹沢長介・梶原洋 。阿子島香1982「実験使用痕研究とそ

長坂町誌編纂委員会1990『長坂町誌』上巻 長坂町    の可能性 (東北大学使用痕研究チームによる研究報告そ

坂口広太2005『 黒沢遺跡』北社市教育委員会       の 4)」『考古学と自然科学』14号

櫛原功一他1999F上 ノ原遺跡』上ノ原遺跡発掘調査団   藤森栄-1965「生産用具としての石器―井戸尻の二つの

日代 孝1987『郷蔵地遺跡』山梨県教育委員会      異なった様相―」『井戸尻』

佐野 隆1993『屋敷添』明野村教育委員会        町田勝則他1993『北村遺跡』長野県埋蔵文化財センター

宮沢公雄1986『清水端遺跡』明野村教育委員会

佐野 隆1996「諏訪原遺跡」『年報―平成 7年度―』北巨

摩市町村文化財担当者会

佐野 隆2000「 5.寺前遺跡」『八ヶ岳考古 平成11年度
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図版 1
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図版 3

1号住居跡①

1号住居跡 (完掘 ) 1号住 礫出土状況

1号住 炉跡① 炉跡②

2・ 3号住 礫出上状況2・ 3号住居跡



図版 4

2号住 礫出土状況

2号住炉跡 3号住居跡

3号住炉跡① 3号住炉跡②

4号住 B炉跡4号住居跡A・ B



図版 5

5号住炉跡

6号住居跡 6号住 礫出土状況

1号土坑③

1号土坑②

1号土坑④



図版 6

2号土坑① 2号土坑②

2号土坑③ 2号土坑 炭化物出土状況

2号土坑④

4号土坑

3・ 5号土坑

、■ ―

8号土坑



9。 11号土坑 10号土坑

1号住 出土土器①

け

ゆ
1号住 出土土器②

号住 出土土器③1

:

号住 出土土器⑤l ,

1号住 出土土器④

1号住 出土土器⑥



図版 8
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1号住上層 出上土器②

1号住上層 出土土器④

1号住上層

1号住上層 出土土器③

■
出土土器①3号住2号住 炉体土器
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図版 9

4号住 出土土器①

4号住 出土土器③

6号住 出土土器

3号住 出土土器②

5号住 炉体土器

4号住 出土土器②

1号土坑 出土土器②1号土坑 出土土器①



2号土坑 出土土器

遺構外出土土器① 遺構外出土上器②
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遺構外出土土器③

呻　　　　　　　　　　纂“〕　蜘

外遺構

土製品1号住 。同上層出土土器



図版¬

麹轟

・
一
一　

―

件

一一一一一
一一一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一・一・ 葵

A  芸

霜

ト

11■1■ |

鋒|IIt
ll -1 ‐ ⅢⅢI

S=1:31号住 出土石器①

S=1:3¶号住 出土石器②



図版12

一■
簿 一ε

1号住上層 出土石器

魏

蛾

S〓 1:3

3号住居(4点 )

―  ―
■ ■ 1■ |●■ ||● ■ ■ |

4号住居(6点 )

5号住居(左 2点 )

出土石器

僻点)

その他の住居跡 S=1:3



図版13

25号土坑(3点 ()

土坑出土 石器i

S=1:3

6号土坑(5点)



■,ギI■1李壌

簸

遺構外 出土石器①

図版14

s=1:3

遺構外 出土石器② s=1:3



録抄圭
日

上
回

Ｅ
Ｘ

孝
千

ぶ り が な あらたもりいせき

圭
白 名 新田森遺跡

副  書  名 田園交流基盤整備事業に伴 う埋蔵文化発掘調査

巻 久

シ リ ー ズ 名 北杜市埋蔵文化財調査報告

シ リー ズ番 号 6

編 著 者 名 村松佳幸

編 集 機 関 北杜市教育委員会

所 在 地 〒40舒0188 山梨県北杜市須玉町大豆生田961 l TEL0551 42 1373

発 行 年 月 日 2005」千3月 31日

ふ りがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地
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調査期間

調査面積

m
調査原因

市町村 遺跡番号

新田森遺跡 山梨県北杜市長坂

町自井沢宇新田森

192091 04018 ５
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５
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20040615-

20040911

1,007 田園交流基

盤整備事業

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

新田森遺跡 集落 縄文時代 住居跡 7軒 (内、敷石住居 1

軒・敷石住居の可能性のあ

るもの3軒 )、 土坑18基

縄文土器 (前期後半 。中期

末 。後期前半)、 石器、黒

曜石片

縄文時代中期末から後期前半にかけての集落跡
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